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。



4

　
　
　
　

ご
あ
い
さ
つ

　

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
に
は
平
素
か
ら
研
究
所
の
活
動
に
種
々
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
当
研
究
所
で
は
川
島
真
東
大
教
授
を
研
究
主
幹
に
お
迎
え
し
て
、
中
国
情
勢
の

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
あ
る
い
は
刊

行
物
を
通
じ
て
広
く
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
日
は
「
中
国
の
産
業
政
策
と
米
中
通
商
摩
擦
」
と
題
し
、
中
国
の
産
業
政
策
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
世
界
の
製
造
強
国
を
目
指
す
中
国
で
は
積
極
的
な
産
業
政
策

を
推
進
す
る
一
方
、
過
度
な
競
争
や
成
長
の
限
界
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
成
長
モ
デ
ル
の
転
換
も
強
く

意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米
国
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
発
足
以
降
、
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関
税
を
め
ぐ
っ
て
緊
張
関
係
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

梶
谷
懐
研
究
委
員
よ
り
最
新
の
分
析
を
ご
報
告
い
た
だ
い
た
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お

い
て
川
島
研
究
主
幹
に
モ
デ
レ
ー
タ
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
岡
嵜
久
実
子
研
究
委
員
、
丁
可
研
究
委
員

を
お
迎
え
し
て
、
中
国
の
政
策
動
向
と
経
済
的
含
意
を
読
み
解
き
つ
つ
、
今
後
の
中
国
市
場
あ
る
い
は

日
中
関
係
に
つ
い
て
多
角
的
に
議
論
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
の
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
皆
さ
ま
の
事
業
活
動
の
一
助
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

開
会
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

二
〇
二
六
年
二
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
本
経
済
団
体
連
合
会 

副
会
長
・
事
務
総
長
／　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
団
連
総
合
政
策
研
究
所 

所
長

久
保
田　

政
一
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懐
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摩
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は
じ
め
に

　

本
日
は
「
中
国
の
産
業
政
策
と
米
中
通
商
摩
擦
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
し
ま
す
。

　

タ
イ
ト
ル
に
は
米
中
通
商
摩
擦
と
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
関
税
の
詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
、
時
間
の
都

合
上
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
日
は
む
し
ろ
産
業
政
策
が
中
国
国
内
の
過
剰
生
産
の
問
題
に
ど

う
影
響
を
与
え
る
の
か
と
い
う
点
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。

　

ま
た
、
米
中
に
限
ら
ず
、
近
年
の
国
際
情
勢
の
大
き
な
変
化
と
し
て
、
産
業
政
策
の
再
評
価
が
進
ん

で
い
る
と
い
う
流
れ
に
も
注
目
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
「
産
業
政
策
は
時
代
遅
れ
」
と
い
わ
れ

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
各
国
が
競
っ
て
産
業
政
策
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
変
化
に
つ
い
て
も
お
話
し
し
て
い
き
ま
す
。

　

産
業
政
策
の
再
評
価
「
ロ
ン
ド
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」

　

ま
ず
、
国
際
的
な
産
業
政
策
を
め
ぐ
る
論
調
の
変
化
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
第
二
次
ト
ラ
ン
プ

政
権
で
は
関
税
政
策
が
大
き
く
注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
よ
り
長
期
的
な
米
中
関
係
を
踏
ま
え
る
と
、

「
中
国
の
製
造
業
が
強
く
な
り
す
ぎ
た
こ
と
が
安
全
保
障
上
の
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
が
広
が
り
、
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米
国
が
再
び
製
造
業
重
視
へ
シ
フ
ト
す
べ
き
だ
と
い
う

考
え
が
強
ま
っ
た
点
が
重
要
で
す
。
こ
の
流
れ
は
バ
イ

デ
ン
政
権
期
か
ら
見
ら
れ
た
傾
向
で
あ
り
、
そ
れ
が
よ

り
前
面
に
出
て
き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
象
徴
が
、
ラ
ト
ニ
ッ
ク
商
務
長
官
の
発
言

（
註
１
）で

す
。

ト
ラ
ン
プ
関
税
が
発
表
さ
れ
た
直
後
、
な
ぜ
関
税
を
引

き
上
げ
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、「
今
後
は
米

国
の
製
造
業
を
復
活
さ
せ
る
。
多
く
の
米
国
人
が
小
さ

な
ネ
ジ
を
締
め
てiP

hone

を
つ
く
る
」 

と
述
べ
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
主
流
派
の
経
済
学
者
な
ど
か
ら
は

厳
し
い
批
判
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
著
名
な
経

済
学
者
で
あ
る
ロ
ー
レ
ン
ス
・
サ
マ
ー
ズ
は
、
新
聞
コ

ラ
ム
で
「
こ
の
ま
ま
で
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
よ
う
な
ク

梶谷研究委員

（註１） “Face the Nation”,CBS April 6, 2025
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ロ
ー
ニ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
（
縁
故
資
本
主
義
）
の
二
の
舞
に
な
る
。
産
業
政
策
を
行
っ
て
も
、
巨

額
の
財
政
赤
字
が
積
み
上
が
る
だ
け
だ
」
と
批
判
し
ま
し
た

（
註
２
）

。

　

一
方
で
、
経
済
学
者
の
中
に
は
、
米
国
が
サ
ー
ビ
ス
業
や
金
融
に
優
位
性
が
あ
る
と
し
て
も
、
製
造

業
が
重
要
性
で
あ
る
こ
と
を
以
前
か
ら
主
張
し
て
き
た
人
々
も
い
ま
す
。
例
え
ば
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

ダ
ニ
・
ロ
ド
リ
ッ
ク
は
、「
サ
ー
ビ
ス
業
の
生
産
性
が
い
く
ら
高
い
と
い
っ
て
も
、
中
産
階
級
の
生
き

が
い
や
働
く
喜
び
を
考
え
れ
ば
、
政
府
が
あ
る
程
度
介
入
し
、
産
業
政
策
的
な
手
法
を
と
る
必
要
が
あ

る
」
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
文
脈
の
中
で
１
９
６
０
年
代
か
ら
70
年
代
の
日
本

や
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
産
業
政
策
を
高
く
評
価
す
る
動
き
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ロ
ド
リ
ッ
ク
に
近
い
意
見
を
持
つ
経
済
学
者
が
、
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
象

徴
と
さ
れ
る
の
が
、「
ロ
ン
ド
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
で
す
。
１
９
９
０
年
代
以
降
、
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
「
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
で
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
産
業
政
策
に
非
常
に

批
判
的
で
あ
り
、「
政
府
は
成
長
分
野
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
市
場
に
委
ね
る
立

場
で
し
た
。
貿
易
政
策
で
は
関
税
を
で
き
る
だ
け
下
げ
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
で
も
恣
意
的
な
介
入
を
で

き
る
だ
け
避
け
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

（註２） Larry Summers : “The First Rule of Holes Is Stop D igg ing”, The New
 York Times, 14 April, 2025
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こ
れ
に
対
し
ロ
ン
ド
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ

ス
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

批
判
し
、
産
業
に
関
し
て
も
政
府
が
あ
る

程
度
梃
子
入
れ
す
べ
き
で
、
合
理
的
な
も

の
で
あ
れ
ば
保
護
主
義
的
な
動
き
も
容

認
さ
れ
る
と
い
う
立
場
で
す
（
資
料
１
）。

ロ
ド
リ
ッ
ク
も
、
こ
の
立
場
に
コ
ミ
ッ
ト

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ロ
ン
ド
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス

に
代
表
さ
れ
る
産
業
政
策
復
活
の
動
き
の

背
景
に
は
、「
中
国
の
産
業
政
策
が
相
当

の
規
模
で
行
わ
れ
、
成
功
を
収
め
て
い
る

ら
し
い
」
と
い
う
国
際
的
な
認
識
が
共
有

さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と

資料 1　ワシントン・コンセンサスと
                 ロンドン・コンセンサスの比較

（出所） Besley=Bucelli=Velasco ed. （2025）より

ロンドン・
コンセンサス

ワシントン・
コンセンサス

産業政策
産業政策に批判的

「政府は勝者を選べ
ない」

「生 産 的 開 発 政 策（Productive 
Development Policy）」を提唱。
気候変動などの明確な目標につい
て、官民が協力し、市場の失敗を是
正し、新たな成長分野を育成

貿易政策
徹底した貿易自由化
による総量的な利益
の最大化を重視

「総量的な利益」を認めつつも、そこ
で発生する個別的・集中的な痛み
に政府が積極的に対応

マクロ
経済政策

インフレ抑制と財政
規律の維持を重視

経済危機時の対応を重視。政府は
「最後の保険者」として、市場機能を
維持するため積極的な財政支出を
行う

社会政策

弱者救済の「セーフ
ティネット」に限定

政府は弱者救済に加え、企業のリス
クテイクを支え、創造的破壊を支え
る「社会保険」の提供者としての積
極的な役割を担う
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考
え
ら
れ
ま
す
。

　

資
料
２
で
は
、
中
国
の
産
業
政
策
を
時

系
列
で
整
理
し
ま
し
た
。
一
点
だ
け
強
調

し
て
お
く
と
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は

２
０
１
５
年
に
公
表
さ
れ
た
「
中
国
製
造

２
０
２
５
」
で
す
。
し
か
し
、
習
近
平
政
権

に
な
っ
て
突
然
、
強
国
化
を
目
指
し
て
産
業

政
策
を
始
め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
胡

錦
濤
政
権
期
か
ら
「
戦
略
的
な
新
興
産
業
」

や
「
自
主
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
が
強
調
さ
れ
、

教
育
も
含
め
た
供
給
サ
イ
ド
の
技
術
革
新
を

追
求
す
る
道
筋
が
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
延
長
線
上
に
現
在
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

資料 2　中国の需要拡大型産業政策と過剰生産問題

2010年10月、 「戦略的新興産業の育成と発展の加速に関す
る決定」
⇒「戦略的新興産業」「自主イノベーション」に駆動される経
　済成長

●

2015年5月、 「中国製造2025」：次世代情報技術や新エネル
ギー車など10の重点分野で「世界の製造強国」を目指す

●

2015年3月、 政府活動報告で「互聯網+（インターネット＋）」、
同年6月「大衆創業、万衆創新」という行動計画を掲げる

●

2016年5月:「国家イノベーション駆動発展戦略綱要（2016
～2030）」

●

2024年3月：全国人民代表大会・政府活動報告で現代化産業
体系の構築と「新しい質の生産力」の発展を強調

●

2021年3月：「国民経済・社会発展第14次五ヵ年計画と2035
年までの長期目標要綱」 
⇒国家イノベーションシステム（NSI）の整備、「コア技術」の
　開発を提起

●

ロンドン・
コンセンサス

ワシントン・
コンセンサス

産業政策
産業政策に批判的

「政府は勝者を選べ
ない」

「生 産 的 開 発 政 策（Productive 
Development Policy）」を提唱。
気候変動などの明確な目標につい
て、官民が協力し、市場の失敗を是
正し、新たな成長分野を育成

貿易政策
徹底した貿易自由化
による総量的な利益
の最大化を重視

「総量的な利益」を認めつつも、そこ
で発生する個別的・集中的な痛み
に政府が積極的に対応

マクロ
経済政策

インフレ抑制と財政
規律の維持を重視

経済危機時の対応を重視。政府は
「最後の保険者」として、市場機能を
維持するため積極的な財政支出を
行う。

社会政策

弱者救済の「セーフ
ティネット」に限定

政府は弱者救済に加え、企業のリス
クテイクを支え、創造的破壊を支え
る「社会保険」の提供者としての積
極的な役割を担う。
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よ
り
具
体
的
な
例
と
し
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
（
Ｎ
Ｅ
Ｖ
）
が
あ
り
ま
す
。
中
国
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

車
と
は
、
Ｅ
Ｖ
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
、
燃
料
電
池
車
を
指
し
、
こ
れ
ら
の
普
及
政
策
が
あ
り

ま
す
。

　

重
要
な
の
は
、
ど
う
い
っ
た
分
野
に
実
際
に
補
助
金
が
出
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
す
。
中
国

政
府
は
補
助
金
の
詳
細
金
額
を
公
表
し
て
い
な
い
た
め
、
既
存
デ
ー
タ
か
ら
推
計
し
分
析
さ
れ
て
い
ま

す
。
資
料
３
（
14
ペ
ー
ジ
）
は
、
米
国
の
戦
略
国
際
問
題
研
究
所
（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
の
ス
コ
ッ
ト
・
ケ
ネ

デ
ィ
が
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

制
度
の
特
徴
と
し
て
は
、
購
買
補
助
金
の
比
率
が
初
期
に
非
常
に
高
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

加
え
て
、
車
両
購
入
時
の
10
％
程
度
の
課
税
を
減
免
し
て
い
る
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
へ
の
補
助
金
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
共
通
点
と
し
て
、
特
定
企
業
や
特
定
タ
イ
プ
車
を
優
遇
す
る
の
で
は
な
く
、
産
業
全
体
の

市
場
規
模
を
拡
大
し
、
大
き
く
な
っ
た
市
場
の
中
で
各
企
業
が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
競
争
す
る
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
私
は
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
「
需
要
拡
大
型
の
産
業
政
策
」
と
呼
ん
で
お
り
、
２
０
２
５
年

の
通
商
白
書
で
も
一
部
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
資
料
４
（
15
ペ
ー
ジ
）
は
、
需
要
拡
大
型
の
産
業
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資
料
3　
E
V
生
産
に
関
す
る
中
国
政
府
の
補
助
金

（
出

所
） S

cott K
ennedy. 2024. "The C

hinese E
V

 D
ilem

m
a: S

ubsidized Y
et S

triking" 　
　

　
　

　
 June 20, 2024, 　

 　
　

　
https://w

w
w

.csis.org/blogs/trustee-china-hand/chinese-ev-dilem
m

a-subsidized-yet-striking 

（
単

位
：

10
億

ド
ル

） 

C
S

IS
 B

log

2009－
2017

2018
2019

2020
2021

2022
2023

合
計

購
買
補
助
金

37.8
4.3

3.3
3.5

7.4
9.2

0
65.37

税
減
免

10.8
7.7

6.4
6.6

16.4
30.3

39.5
117.6

イ
ン
フ
ラ
整
備
補
助

2.3
0.2

0.2
0.3

0.3
0.6

0.6
4.5

研
究
開
発
費

2
3.6

3.4
3.5

4.3
3.9

4.3
25

政
府
調
達

7.8
1.6

1.4
2.9

1.7
1.8

0.8
18

合
計

60.7
17.4

14.8
16.8

30.1
45.8

45.2
230.8

補
助
金
総
額
／

総
売
り
上
げ

42.4%
22.7%

23.3%
25.4%

18.3%
15.1%

11.4%
18.8%

1台
当
た
り
の
補
助

金
額
（
ド
ル
）

13860
12311

12294
8538

6656
4588
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政
策
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
か
り
や
す
く
図
解

し
た
も
の
で
す
。

　

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
最
終
需
要
の
拡

大
で
す
。
Ｅ
Ｖ
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
充
電
ス

タ
ン
ド
を
増
設
し
た
り
、
購
入
代
金
を
補
填

し
た
り
し
て
市
場
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
、

車
載
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
中
間
財
に
対
す
る
派

生
需
要
が
発
生
し
ま
す
。
実
は
生
産
コ
ス
ト

が
最
も
高
い
の
は
、
こ
の
中
間
財
の
部
門
で

あ
る
た
め
、
そ
こ
に
新
た
な
企
業
が
参
入
し

競
争
す
る
こ
と
で
生
産
性
が
向
上
し
ま
す
。

こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
規
模
の
経
済
」
が
働

く
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
。
そ
の
結
果
、
最
終
財

の
価
格
も
徐
々
に
下
が
り
、
手
頃
な
値
段
に

資料 4　需要拡大型の産業政策のメカニズム

最終財の需要拡大 中間財に派生需要の発生

生産性の上昇による
中間財価格の低下

中間財産業

中間財に対する
追加的派生需要

（繰り返し）

中間財価格の低下による
最終財価格の低下

最終財産業

最終財の一層の
需要拡大

新しい企業の参入、
新しい中間財の開発利用など、

中間財産業内で分業の深化
（産業集積の形成）

（出所） 2025年通商白書第Ⅱ部第２章第２節
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な
る
こ
と
で
市
場
が
拡
大
す
る
。
さ
ら
に
派
生

需
要
が
発
生
す
る
。
こ
の
よ
う
な
循
環
が
働
い

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
中
国
で
は
こ
う
し
た
メ
カ

ニ
ズ
ム
は
、
政
府
の
介
入
が
働
か
な
い
産
業

分
野
で
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
「
山さ

ん

寨さ
い

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
わ
れ
る
も

の
で
す
。
そ
の
一
例
が
低
速
Ｅ
Ｖ
で
す 

（
資
料

５
）。
お
も
ち
ゃ
の
ジ
ー
プ
の
よ
う
な
も
の
で
、

運
転
免
許
が
な
く
て
も
公
道
を
走
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
日
本
の
高
齢
者
向
け
電
動
車
に
近
く
、

農
村
や
地
方
都
市
で
手
軽
な
移
動
手
段
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
製
品
は
、
機
能
の
差
別
化
は
限
定

資料 5　低速EV

（出所） 第７回山東省国際省エネ・新エネルギー車展覧会より （高口康太氏撮影）
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的
で
す
。
例
え
ば
、
複
数
の
メ
ー
カ
ー
が
同
じ
シ
ャ
ー
シ
を
採
用
し
た
り
、
各
部
品
メ
ー
カ
ー
が
特
化

し
て
極
め
て
汎
用
的
な
部
品
を
製
造
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
を
下
げ
て
い
ま
す
。「
山
寨
」
は
、
今
世
紀

初
頭
に
出
回
っ
た
ノ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
携
帯
電
話
（
い
わ
ゆ
る
模
造
品
の
携
帯
電
話
で
あ
る
「
山
寨
機
」）

を
指
す
言
葉
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
近
い
状
況
で
す
。
ま
ず
市
場
が

広
が
り
、
そ
こ
に
企
業
が
殺
到
し
て
参
入
し
、
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
で
さ
ら
に
市
場
を
拡
大
し

て
い
く
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
山
寨
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
需
要
拡
大
に
よ
る
規
模
の
経
済
に

は
、
副
作
用
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
過
剰
生
産
能
力
で
す
。
市
場
の
拡
大
自
体
は
好
ま
し
い
も
の
の
、

参
入
企
業
数
が
過
剰
に
増
え
た
結
果
、
需
要
を
上
回
る
供
給
能
力
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
産
業
、
特
に
Ｅ
Ｖ
で
は
、
過
剰
生
産
能
力
の
問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
段

階
で
自
動
車
販
売
台
数
は
３
４
０
０
万
台
超
で
す
が
、
う
ち
約
７
０
０
万
台
が
輸
出
と
さ
れ
、
40
年
前

の
日
本
車
の
輸
出
記
録
を
更
新
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
裏
を
返
せ
ば
、
国
内
需
要
の
不
足
を
輸
出

で
補
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
山
寨
機
で
も
同
様
に
、
国
内
需
要
を
超
え
て
し
ま
い
、
ア
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資
料
6　
新
規
金
融
機
関
融
資
の
動
向

（
注

） 「
グ

リ
ー

ン
貸

付
」と

工
業

へ
の

貸
付

の
間

に
は

重
複

が
存

在
し

て
い

る
。

（
出

所
） 財

新
数

拠
通

、C
E

IC

（
単

位
：

兆
元

）

２０１１・３

２０１１・９

２０１２・３

２０１２・９

２０１３・３

２０１３・９

２０１４・３

２０１４・９

２０１５・３

２０１５・９

２０１６・３

２０１６・９

２０１７・３

２０１７・９

２０１８・３

２０１８・９

２０１９・３

２０１９・９

２０２０・３

２０２０・９

２０２１・３

２０２１・９

２０２２・３

２０２２・９

２０２３・３

２０２３・９

２０２４・３

２０２４・９

２０２５・３

２０２５・９

（年・月） 0 5 10 15 20 25

-2 0 2 4 6 8 10

グ
リ

ー
ン

貸
付

工
業

（
中

長
期

）

不
動

産
貸

付

全
体

  右
目

盛



19 講演

ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
東
な
ど
に
ど
ん
ど
ん
輸
出
を
し
て
い
っ
た
と
い
う
現
象
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
様
の
こ
と
は
「
新
三
様
」（
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
、
Ｅ
Ｖ
関
連
）
に
も
当
て

は
ま
り
、
輸
出
が
旺
盛
な
一
方
で
、
国
内
稼
働
率
の
低
下
と
世
界
全
体
の
需
要
の
２
倍
以
上
の
供
給
能

力
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ク
ロ
経
済
政
策
状
況
は
割
愛
し
ま
す
が
、
こ
う
し
た
過
剰
生
産
の
背
景
に
、
こ
こ
数
年
の
不
動
産

市
場
の
低
迷
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
金
融
機
関
の
新
規
融
資
の
動
向
（
資
料
６
）

を
見
る
と
、
不
動
産
貸
付
（
破
線
）
は
２
０
１
８
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
ど
ん
ど
ん
減
少
し
、
直
近
で
は
マ

イ
ナ
ス
圏
に
落
ち
込
ん
で
い
る
状
況
も
見
ら
れ
ま
す
。
落
ち
込
む
投
資
需
要
を
埋
め
る
働
き
を
果
た
し

て
い
る
の
が
、
工
業
全
体
の
融
資
、
あ
る
い
は
グ
リ
ー
ン
産
業
、
Ｅ
Ｖ
や
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
対
す
る
貸

付
で
す
。

　

Ｅ
Ｖ
市
場
の
「
内
巻
」
と
反
内
巻
政
策

　

た
だ
、
こ
う
し
た
状
況
が
続
い
て
い
く
と
、「
内
巻

（
註
３
）」

と
い
う
現
象
が
出
て
き
ま
す
。
こ
の
「
内
巻
」

を
ど
う
捉
え
る
の
か
は
難
し
い
問
題
で
す
が
、
そ
の
発
生
条
件
の
一
つ
と
し
て
、
前
述
の
「
規
模
の
経

（註３） 行きすぎた過当競争による不毛な消耗戦のこと。
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済
が
非
常
に
強
く
働
い
て
い
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
規
模
の
経
済
が
強
く
働
く
と
い
う
こ
と
は
、

長
期
的
な
コ
ス
ト
が
生
産
量
の
増
加
に
応
じ
て
、
徐
々
に
低
下
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
従
来

の
経
済
学
の
教
科
書
に
あ
る
よ
う
な
「
右
上
が
り
の
供
給
曲
線
」
と
は
異
な
っ
た
状
況
が
、
実
際
に
現

れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
例
え
ば
不
動
産
不
況
な
ど
に
よ
っ
て
全
体
の
需
要
が
低
下
す
る
と
、
当
然
、

価
格
は
下
落
傾
向
を
示
し
ま
す
。
し
か
し
、
価
格
が
下
が
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
需
要
が
増

え
、
供
給
が
減
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
価
格
は
下
が
り
続
け
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
メ
ー
カ
ー
は

製
品
を
つ
く
り
続
け
、
需
要
は
そ
れ
ほ
ど
増
え
な
い
た
め
、
過
剰
生
産
が
全
く
解
決
さ
れ
な
い
状
況
に

陥
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
、
昨
年
来
、
特
に
Ｅ
Ｖ
産
業
に
お
い
て
問
題
視
さ
れ

て
い
る
「
内
巻
」
式
競
争
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
事
態
が
深
刻
化
し
た
の
は
、
２
０
２
５
年
５
月
頃
で
す
。
自
動
車
産
業
の
売
り
上
げ
は
伸
び
て

い
る
も
の
の
、
利
潤
総
額
は
10
％
以
上
減
少
し
、
Ｂ
Ｙ
Ｄ
の
よ
う
な
大
手
企
業
が
値
下
げ
に
よ
る
シ
ェ

ア
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
ま
ず
は
業
界
団
体
で
あ
る
中
国
自
動
車
工
業
協
会
が
「
公
平
な
競
争
秩
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序
の
維
持
、
産
業
の
健
全
な
発
展
を
促
進
す
る
提
案
」
を
発
表
し
、
市
場
の
競
争
原
理
を
破
る
よ
う
な

無
秩
序
な
値
下
げ
競
争
を
戒
め
ま
し
た
。
政
府
も
、
値
下
げ
競
争
の
し
わ
寄
せ
と
し
て
横
行
し
て
い
た
、

手
元
に
運
転
資
金
を
置
い
て
お
く
た
め
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ
の
支
払
い
遅
延
を
問
題
視
し
、
60
日
以
内

に
代
金
を
支
払
う
よ
う
義
務
づ
け
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
２
０
２
５
年
７
月
に
は
、
中
央
財
経
委
員
会
が
「
無
秩
序
な
低
価
格
競
争
を
規
制
し
、
企
業

が
製
品
の
質
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
指
導
す
る
」「
生
産
能
力
の
劣
っ
た
企
業
は
撤
退
さ
せ
る
」
と
の
方

針
を
示
し
ま
し
た
。
後
者
の
「
撤
退
」
は
、
こ
れ
ま
で
中
国
政
府
が
鉄
鋼
や
セ
メ
ン
ト
産
業
な
ど
で
用

い
た
手
法
と
近
い
も
の
で
す
が
、
不
当
競
争
の
防
止
と
秩
序
あ
る
価
格
競
争
を
実
現
し
た
経
験
は
乏
し

い
た
め
、
実
行
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
表
立
っ
て
価
格
を
下
げ
ら
れ
な
い
中
、
メ
ー
カ
ー
は
対
応
策
と
し
て
新
機
種
を
次
々
と
投

入
し
て
い
ま
す
。
従
来
は
高
価
格
で
あ
っ
た
高
ス
ペ
ッ
ク
な
機
能
を
、
こ
れ
ま
で
の
機
種
と
同
じ
よ
う

な
価
格
で
販
売
す
る
こ
と
で
お
得
感
を
出
す
と
い
う
手
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。
実
質
的
な
「
ス
テ
ル
ス

値
下
げ
」
で
す
。
そ
の
結
果
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ
の
過
度
な
圧
力
が
か
か
っ
て
い
る
状
況
は
、
全
く
変

わ
っ
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
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ま
と
め

　

中
国
の
過
剰
生
産
の
問
題
の
背
景
に
は
、
胡
錦
涛
政
権
か
ら
続
い
て
い
た
産
業
政
策
の
実
施
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
は
中
国
一
国
の
問
題
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
産
業
政
策
を
見
直
し
て
い
く
世
界

的
な
潮
流
の
中
で
理
解
し
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

産
業
政
策
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、
新
興
産
業
に
お
い
て
規
模
の
経
済
が
働
き
、

生
産
量
や
最
終
需
要
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
裏
返
し
と
し
て
、
需
要
の
拡
大
以
上
に
供
給
能
力
や
企
業
の
参
入
が
増
え
す
ぎ

て
し
ま
う
現
象
が
、
内
巻
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
国
が
こ
れ
を
解
決
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
非
常
に
注
意
深
く
見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
モ
デ
レ
ー
タ
】

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】（
順
不
同
）

　

梶
谷　
　

懐

　

岡
嵜
久
実
子

　

丁　
　
　

可

経
団
連
総
合
政
策
研
究
所 

研
究
委
員
／

神
戸
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科 

教
授

経
団
連
総
合
政
策
研
究
所 

研
究
委
員
／

キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
研
究
所 

研
究
主
幹

経
団
連
総
合
政
策
研
究
所 

研
究
委
員
／

日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所 

主
任
研
究
員　

川
島　
　

真

経
団
連
総
合
政
策
研
究
所 

研
究
主
幹
／

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科 

教
授
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議
論
の
出
発
点
と
し
て

川
島　

大
変
ク
リ
ア
な
ご
発
表
で
し
た
。
ご
報
告
を
ま
と
め
れ
ば
、
こ
う
言
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

中
国
で
産
業
政
策
は
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
こ
で
実
践
さ
れ
て
い
る
の

は
、「
規
模
の
経
済
」
を
活
用
し
た
「
需
要
拡
大
型
産
業
政
策
」
で
す
。
こ
れ
は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、

あ
る
い
は
土
俵
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
特
定
企
業
の
優
遇
よ
り
も
、
産
業
全
体

に
わ
た
る
共
通
の
土
俵
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
点
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
行
え
ば
、
多
様
な
企
業
が
一
気
に
参
入
す
る
た
め
、
過
剰
生
産
が
生
じ
て
し
ま

い
ま
す
。
政
府
は
そ
れ
を
懸
命
に
抑
制
し
よ
う
と
す
る
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
結
果
と

し
て
価
格
は
下
落
し
続
け
、
政
府
は
同
時
に
内
需
も
拡
大
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
も
の
の
、
両
者
が

結
び
つ
か
ず
、
大
き
な
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
国
内
経
済
の
負
担
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

対
外
的
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
貿
易
摩
擦
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
と
い
う

の
が
、
梶
谷
先
生
の
ご
講
演
の
趣
旨
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
お
二
人
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
サ
ン
ト
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
梶
谷
先
生
の
発
表

を
踏
ま
え
て
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。
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中
国
の
産
業
政
策
を
支
え
る
金
融
メ
カ
ニ
ズ
ム

岡
嵜　

本
日
こ
の
興
味
深
い
テ
ー
マ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
参
加
で
き
た
こ
と
を
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
中
国
の
金
融
と
財
政
に
関
す
る
研
究
を
中
心
に

行
っ
て
い
る
立
場
か
ら
、
コ
メ
ン
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
ず
、
梶
谷
先
生
の
ご
発
表
で
す
が
、
産
業
政
策
に

対
す
る
国
際
的
な
考
え
方
の
変
化
、
特
に
「
ワ
シ
ン
ト

ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
と
「
ロ
ン
ド
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ

ス
」
の
比
較
に
関
す
る
ご
説
明
な
ど
、
大
変
興
味
深
く

拝
聴
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
０
年
以
降
の
中
国
の

産
業
政
策
の
変
遷
や
そ
れ
に
伴
う
副
作
用
、
特
に
工
業

分
野
の
過
剰
生
産
能
力
の
問
題
は
、
こ
こ
数
年
世
界
的

に
注
目
さ
れ
、
広
く
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
日
は
具

川島研究主幹
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体
的
な
ご
説
明
を
い
た
だ
き
、
理
解
を
深
め
る
上
で
大
変
有
益
で
し
た
。

　

金
融
面
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
ま
ず
中
国
の
長
期
に
わ
た
る
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
要
因

と
し
て
、
金
融
セ
ク
タ
ー
か
ら
の
潤
沢
な
資
金
供
給
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
広
く
理
解
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
の
は
人
民
元
貸
出
で
、
近
年
は
地
方
政
府
や
中
央
政
府
か

ら
の
財
政
提
供
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
国
債
の
発
行
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
資
料
７
は
、
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
主
要
融
資
手
段
実
行
残
高
の
比
率
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
黒
い
実
線
と
点
線

の
間
（
差
額
分
）
が
、
国
債
発
行
残
高
に
相
当
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
産
業
支
援
の
取
り
組
み
を
資
金
面
か
ら
見
た
場
合
、
主
に
「
補
助
金
の
提
供
」、「
税

制
優
遇
」、
具
体
的
な
「
資
金
供
給
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
資
金
供
給
に
つ
い
て
は
、
政
府

系
フ
ァ
ン
ド
（
い
わ
ゆ
る
投
資
誘
導
フ
ァ
ン
ド
、
政
府
引
導
基
金
）
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
中
央
政
府
や
地
方
政
府
が
出
資
し
て
フ
ァ
ン
ド
管
理
会
社
を
つ
く
り
、
そ
こ
か
ら
育

成
す
べ
き
産
業
分
野
に
資
金
を
提
供
し
て
い
く
仕
組
み
で
す
。
先
日
の
中
国
訪
問
で
も
、
そ
う
し
た

フ
ァ
ン
ド
が
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
に
、
政
策
銀
行
で
あ
る
国
家
開
発
銀
行
に
よ
る
金
融
支
援
に
加
え
て
、
中
国
の
金
融
政
策
の
大
き
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資
料
7　
中
国
の
社
会
融
資
総
量
残
高
の
名
目
G
D
P
に
対
す
る
比
率
の
推
移

（
注

） 社
会

融
資

総
量

に
は

、銀
行

貸
出

、社
債

・
株

式
発

行
、信

託
貸

出
、銀

行
に

よ
る

手
形

割
引

、政
府

債
券

発
行

な
ど

が
含

ま
れ

る
。

（
出

所
） C

E
IC

 C
hina P

rem
ium

 D
atabase

１９７８

１９８０

１９８２

１９８４

１９８６

１９８８

１９９０

１９９２

１９９４

１９９６

１９９８

２０００

２００２

２００４

２００６

２００８

２０１０

２０１２

２０１４

２０１６

２０１８

２０２０

２０２２

２０２４
（年）

0 50

100

150

200

250

300

350
（

%
）

社
債

発
行

残
高

社
会

融
資

総
量

残
高（

a）

人
民

元
貸

出
残

高

（
a）ー

国
債

発
行

残
高

人
民

元
貸

出
残

高
と

国
債

発
行

残
高

合
計

442兆
元

268兆
元

95兆
元

34兆
元

　
 【

2025年
末

残
高

】
総

　
　

　
額

：
人

民
元

貸
出

：
国

債
発

行
：

社
債

発
行

：
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な
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
中
央
銀
行
で
あ
る
中
国
人
民
銀
行
の
金
融
政
策
で
す
。
中
国
の
中

央
銀
行
は
、
政
府
の
一
機
関
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
日
本
で
あ
れ
ば
財
政
資
金
を
使
っ
て
行
う
よ
う
な

金
融
支
援
に
対
し
、
人
民
銀
行
の
資
金
を
活
用
す
る
「
構
造
的
金
融
政
策
」 

と
い
う
仕
組
み
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
人
民
銀
行
が
商
業
銀
行
に
対
し
、
特
定
の
分
野
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
指
定
し
た
上
で
、

低
め
の
金
利
で
資
金
を
貸
し
出
し
、
そ
の
資
金
を
元
手
に
、
商
業
銀
行
が
企
業
な
ど
に
融
資
（
再
貸
出
）

を
行
う
も
の
で
す
。
具
体
例
は
い
く
つ
か
あ
る
も
の
の
、
詳
細
な
デ
ー
タ
が
近
年
公
表
さ
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
現
在
最
も
詳
し
い
の
は
２
０
２
４
年
９
月
末
時
点
の
も
の
で
す
。

　

資
料
８
の
デ
ー
タ
で
見
る
と
、
ま
ず
長
期
的
な
手
段
と
し
て
、
農
村
や
零
細
企
業
を
支
援
す
る
枠
組

み
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
そ
の
時
々
で
政
府
や
中
国
共
産
党
が
重
視
し
て
い
る
分

野
・
テ
ー
マ
を
指
定
し
、
そ
こ
へ
向
け
て
元
手
と
な
る
資
金
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
産
業
政
策
と

の
関
連
で
言
え
ば
、「
脱
炭
素
支
援
貸
出
」
や
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
再
貸
出
」
な
ど
が
こ
れ

に
該
当
し
ま
す
。

　

な
お
、
２
０
２
４
年
９
月
時
点
で
は
新
規
申
請
受
付
を
停
止
し
た
と
さ
れ
る
も
の
に
も
、
中
に
は
期

間
が
延
長
さ
れ
て
継
続
利
用
さ
れ
て
い
た
り
、
そ
の
後
新
た
に
追
加
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
そ
う
で
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資
料

8　
構

造
的

金
融

政
策

実
施

状
況

 （
2024年

９
月

末
時

点
）

（
出

所
） 中

国
人

民
銀

行
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト

農
業

支
援

再
貸

出
農

業
関

連
農

村
金

融
機

関
1.75

8,350
6,531

小
・

零
細

企
業

支
援

再
貸

出
小

・
零

細
、

民
営

企
業

都
市

商
銀

、農
村

金
融

機
関

、民
営

銀
行

1.75
18,750

16,957

手
形

再
割

引
農

業
関

連
、

小
・

零
細

、
民

営
企

業
手

形
割

引
認

可
行

1.75
7,400

5,835

長
期

的
手

段名
　

　
称

支
援

対
象

貸
出

対
象

金
利

限
度

額
残

高
（

単
位

：
％

、億
元

）

小
・

零
細

企
業

支
援

金
融

包
摂

貸
出

小
・

零
細

企
業

地
方

拠
点

金
融

機
関

1.0
800

650

脱
炭

素
支

援
貸

出
ク

リ
ー

ン
エ

ネ
ル

ギ
ー

、省
エ

ネ
、脱

炭
素

技
術

21全
国

展
開

銀
行

、一
部

外
資

・
地

銀
1.75

8,000
5,351

民
営

企
業

債
券

発
行

支
援

貸
出

民
営

企
業

債
券

引
受

機
関

等
1.75

500
0

金
融

包
摂

養
老

再
貸

出
公

益
性

の
高

い
養

老
・

介
護

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
運

営
等

工
商

、
農

業
、

中
国

、
建

設
、

交
通

、
開

発
、

輸
出

入
銀

行
1.75

400
21

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
再

貸
出

科
学

技
術

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
中

小
企

業
、

重
点

分
野

の
設

備
更

新
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
21全

国
展

開
銀

行
1.75

5,000
7

保
障

性
住

宅
再

貸
出

完
工

在
庫

住
宅

を
保

障
性

住
宅

と
し

て
買

い
取

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
21全

国
展

開
銀

行
1.75

3,000
162

担
保

補
完

貸
出

バ
ラ

ッ
ク

改
造

、
地

下
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
、

重
点

水
利

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
開

発
、

農
業

発
展

、
輸

出
入

銀
行

2.25
―

―
25,841

段
階

的
手

段（
新

規
申

請
受

付
継

続
中

）
名

　
　

称
支

援
対

象
貸

出
対

象
金

利
限

度
額

残
高

（
単

位
：

％
、億

元
）
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す
。
金
利
が
さ
ら
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
り
、
限
度
額
が
拡
大
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

継
続
・
拡
充
さ
れ
て
い
る
模
様
で
す
。

　

詳
細
な
内
訳
は
不
明
で
す
が
、
２
０
２
５
年
末
時
点
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
現
在
中
国
で
重
視
さ
れ

て
い
る
「
金
融
５
大
重
点
分
野
」（
科
学
技
術
、
環
境
、
金
融
包
摂

（
註
４
）、

養
老
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
）
を
支

え
る
た
め
の
構
造
的
金
融
政
策
の
融
資
残
高
は
４
・
１
兆
元
に
上
り
、
人
民
銀
行
の
金
融
機
関
向
け
融

資
残
高
の
25
％
を
占
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、「
社
会
融
資
総
量
」（
金
融
機
関
以
外
の
政
府
、
企
業
、
家
計
が
ど
の

よ
う
な
資
金
調
達
を
行
っ
て
い
る
か
を
示
す
フ
ロ
ー
統
計
）
を
見
て
も
（
資
料
９
）、
資
金
調
達
の
手

段
と
し
て
依
然
と
し
て
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
は
人
民
元
貸
出
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
人
民
元

貸
出
の
中
に
は
、
先
ほ
ど
ご
説
明
し
た
構
造
的
金
融
政
策
を
反
映
し
た
資
金
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
江
蘇
省
な
ど
で
は
（
資
料
９
の
②
）、
政
府
系
投
融
資
フ
ァ
ン
ド
の
活
用
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
出
資
で
あ
る
た
め
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
反
映
さ
れ
る
は
ず
で
す
が
、
そ

の
金
額
が
急
激
に
伸
び
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
取
り
組
み
自
体
は
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

実
態
は
依
然
と
し
て
、
銀
行
か
ら
の
貸
出
が
資
金
調
達
の
中
心
で
あ
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（註４） 金融が行き届きにくい中小企業や農村など、金融サービスから取り残され、経済的
に不安定な状況にある人々が基本的な金融サービスへアクセスできるよう支援する。
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財
政
面
か
ら
ど
の
程
度
具
体
的
な
支
援
が
可
能
か
を
確
認
す
る
た
め
、
一
般
財
政
の
状
況
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
た
。
中
国
は
も
と
も
と
財
政
の
均
衡
を
非
常
に
重
視
し
て
き
た
国
で
あ
り
、
１
９
９
０

年
代
ま
で
は
極
力
金
融
面
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
中
心
と
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
や
米
国
と

比
較
し
て
も
、
一
般
政
府
か
ら
の
財
政
支
出
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
、
か
な
り
低
い
水
準
に
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
０
８
年
以
降
は
、
財
政
も
し
っ
か
り
出
し
て
い
か
な
い
と
な
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
昨
今
で
は
一
般
政
府
の
支
出
額
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
は
日
本
や
米
国
に
近
い
水
準
ま
で
上
昇
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
社
会
保
障
関
連
の
支
出
が
さ
ら
に
増
加
す
る
状
況
、
そ
し
て

高
度
経
済
成
長
期
が
終
焉
を
迎
え
、
税
収
の
大
幅
な
伸
び
も
期
待
し
に
く
い
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
現

在
「
よ
り
積
極
的
な
財
政
政
策
」
を
掲
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
財
政
支
出
を
無
尽
蔵
に
拡
大

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
、
や
は
り
産
業
支
援
の
中
心
は
金
融
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
と
い
う
観
点
か
ら
、

梶
谷
先
生
に
３
点
質
問
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
中
国
の
産
業
支
援
は
資
金
面
に
お
い
て
、
今
後
も
財
政
よ
り
も
金
融
が
中
心
に
な
る
と
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考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
中
国
で
こ
う
し
た
金
融
主

導
の
支
援
が
比
較
的
容
易
に
で
き
る
の
は
、
銀
行
が
依

然
と
し
て
政
府
の
強
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
下
に
あ
る
か
ら

だ
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
も
し
中
国
の
銀
行
が
よ

り
自
由
に
な
り
、
国
際
的
な
活
動
も
含
め
て
行
え
る
よ

う
に
な
る
と
、
産
業
支
援
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
よ
り

多
く
の
工
夫
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
政
府

産
業
投
融
資
フ
ァ
ン
ド
の
規
模
自
体
は
そ
れ
ほ
ど
大
き

く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
融
に
よ
る
支
援
が
拡
大

し
て
い
る
背
景
に
は
、
銀
行
が
政
府
の
強
い
誘
導
に

よ
っ
て
動
か
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

２
点
目
は
、
現
在
の
政
府
投
融
資
フ
ァ
ン
ド
は
あ
く

ま
で
も
呼
び
水
（
種
銭
）
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
他

の
投
資
を
誘
致
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
て

岡嵜研究委員
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よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

３
点
目
は
、
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
に
お
け
る「
失
敗
」の
許
容
範
囲
に
つ
い
て
で
す
。
先
日
訪
中
し
た
際
、

現
地
の
フ
ァ
ン
ド
関
係
者
に
「
投
資
対
象
に
関
す
る
目
利
き
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
質
問
し
た

と
こ
ろ
、「
地
域
の
産
業
育
成
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
失
敗
は
許
さ
れ
る
」 

と
い
う
返
答

や
、「
新
興
企
業
は
『
０
か
ら
１
を
生
み
出
す
』
の
で
は
な
く
、『
１
を
１
０
０
に
す
る
』
こ
と
を
や
っ

て
い
る
の
で
、
成
否
を
見
通
す
の
は
難
し
く
な
い
」
と
い
う
興
味
深
い
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
、
今
後
政
府
が
産
業
を
牽
引
す
る
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
と
い
う
議
論
が
高
ま
っ
て
い
く

中
で
、「
失
敗
」
の
許
容
範
囲
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身
も
ま
だ

明
確
な
解
答
を
出
せ
て
い
な
い
部
分
で
す
の
で
、
梶
谷
先
生
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

川
島　

岡
嵜
先
生
か
ら
、
金
融
あ
る
い
は
財
政
を
踏
ま
え
た
議
論
の
整
理
、
そ
し
て
三
つ
の
質
問
が
挙

が
り
ま
し
た
。
梶
谷
先
生
、
お
答
え
い
た
だ
け
ま
す
か
。

梶
谷　

本
日
の
報
告
で
は
金
融
や
財
政
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
点
を
補
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近
の
中
国
人
民
銀
行
の
経
済
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
特
に
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産
業
政
策
に
近
い
構
造
的
金
融
政
策
の
動
向
は
フ
ォ
ロ
ー
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
私
自
身
、
非
常

に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
点
目
と
２
点
目
の
ご
質
問
は
関
連
し
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
お
答
え
し
ま
す
。
ま

ず
、「
産
業
政
策
は
金
融
に
依
存
し
て
い
る
か
」
と
い
う
点
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
を
「
依
存
」

と
言
う
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
こ
こ
数
年
、
特
に
米
中
摩
擦
の
激
化
を
背

景
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
対
し
て
フ
ァ
ン
ド
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
Ｖ
Ｃ
）
な
ど
が
投

資
を
す
る
状
況
自
体
が
、
か
な
り
下
火
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
政
府
引
導
基
金
も
、
本
来
は
他
の
Ｖ
Ｃ
や
外
資
系
投
資
家
か
ら
の
資
金
を
誘
い
込
む
呼
び

水
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
前
提
と
し
て
Ｖ
Ｃ
の
活
動
が
活
発
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
呼
び
水
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
わ
け
で
す
が
、
中
国
に
お
け
る
Ｖ
Ｃ
の
活
動
自

体
が
、
お
そ
ら
く
２
０
１
８
年
か
ら
２
０
１
９
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

海
外
、
特
に
米
国
な
ど
の
Ｖ
Ｃ
が
撤
退
し
て
い
っ
た
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
、
現
状
と
し
て
は
投
資

に
よ
る
産
業
支
援
は
か
な
り
冷
え
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
空
白
を
む
し
ろ
埋
め
て
い
る
の
が
、
銀
行
に

よ
る
構
造
的
な
融
資
や
成
長
分
野
に
対
す
る
政
策
的
な
融
資
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
金
融
主
導
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の
産
業
政
策
が
か
な
り
存
在
感
を
増
し
て
い
る
と
言
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

政
府
引
導
基
金
に
、
も
と
も
と
効
果
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
評
価
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
私
は

３
年
ほ
ど
前
に
、
経
済
産
業
省
所
管
の
経
済
産
業
研
究
所
（
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
）
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
参
加

し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
執
筆
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
政
府
引
導
基
金
の
デ
ー
タ
を
入
手
し
、
ど

の
よ
う
な
企
業
に
投
資
し
て
い
る
の
か
と
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

検
証
の
結
果
、
フ
ァ
ン
ド
の
規
模
自
体
は
決
し
て
小
さ
く
は
な
く
、
存
在
感
も
大
き
い
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
投
資
効
果
を
見
る
と
、
出
資
を
受
け
た
企
業
の
規
模
は
従
業
員
数
や
売

り
上
げ
な
ど
確
か
に
大
き
く
な
る
一
方
で
、
利
益
率
の
向
上
や
Ｒ
＆
Ｄ
（
研
究
開
発
）
が
活
発
化
し
た

か
と
い
っ
た
質
的
な
面
で
は
、
目
立
っ
た
改
善
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
来
の
Ｖ
Ｃ
の
役
割
は
、
ま
だ
誰
も
注
目
し
て
い
な
い
が
将
来
性
の
あ
る
企
業
に
出
資
し
、
成
長
さ

せ
る
こ
と
で
す
。
民
間
で
は
リ
ス
ク
が
高
く
手
が
出
し
に
く
い
領
域
を
、
政
府
系
が
代
替
す
る
こ
と
に

こ
そ
意
味
が
あ
っ
た
は
ず
。
し
か
し
実
際
に
は
、
す
で
に
他
の
投
資
家
な
ど
が
出
資
し
て
い
る
案
件
に
、

追
加
で
出
資
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
企
業
規
模
の
拡
大
に
は
寄
与
す
る
も
の
の
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
活
発
化
さ
せ
る
、
つ
ま
り
先
ほ
ど
岡
嵜
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
「
０
を
１
に
す
る
」
よ
う
な
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も
の
に
働
い
て
い
る
か
と
い
う
と
、
か
な
り
疑
問
が
残
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
実
態
は
、
お
そ
ら
く
現
在
も
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

岡
嵜　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

反
内
巻
化
に
向
け
た
対
策

川
島　

引
き
続
き
、
丁
先
生
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

丁　

岡
嵜
先
生
か
ら
は
金
融
の
視
点
か
ら
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
主
に
反
「
内
巻
」
競
争

に
関
し
て
、
ど
ん
な
対
策
が
考
え
ら
れ
る
の
か
と
い
う
側
面
か
ら
問
題
提
起
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
本
日
の
報
告
の
ご
趣
旨
を
、
私
な
り
に
ま
と
め
ま
し
た
。
主
に
中
国
の
産
業
政
策
に
つ
い
て
、

二
つ
の
問
い
に
答
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
整
理
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
こ
の
産
業
政

策
は
な
ぜ
う
ま
く
い
っ
た
の
か
。
川
島
先
生
か
ら
も
ご
指
摘
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
需
要
拡
大
、
つ
ま
り

需
要
サ
イ
ド
に
着
目
し
た
産
業
政
策
が
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
最
終
製
品
の
購
入
に

対
し
て
補
助
金
を
支
給
す
る
こ
と
で
当
該
産
業
の
需
要
拡
大
、
そ
の
発
展
を
誘
発
し
ま
し
た
。
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最
終
財
部
門
の
拡
大
は
、
後
方
連
関
効
果

（
註
５
）を

通
し
て
中
間
財
部
門
の
発
展
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
前
方
連
関
効
果
を
通
じ
て
最
終
財
部
門
の
さ
ら
な
る
発
展
を
促
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
累
積

的
因
果
関
係
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
、
産
業
全
体
が
高
度
化
を

遂
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

中
国
の
よ
う
な
巨
大
市
場
を
抱
え
て
い
る
国
ほ
ど
、
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
強
く
作
用
し
、
コ
ス
ト
低

下
が
加
速
す
る
と
い
う
ご
指
摘
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
な
ぜ
行
き
詰
ま
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
で
す
。
最
近
は
明
ら
か
に
行
き
詰
ま
っ
て
き
て
い
る

感
じ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
答
え
は
不
動
産
バ
ブ
ル
の
崩
壊
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
資
産
効
果
が
消
え
て

し
ま
い
、
内
需
が
低
迷
し
ま
し
た
。
そ
し
て
過
剰
生
産
と
内
巻
競
争
を
招
き
、
結
果
と
し
て
中
国
の
膨

大
な
生
産
能
力
は
輸
出
依
存
の
方
向
に
向
か
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
通
商
摩
擦
を
誘
発
す
る
と
同
時
に
、
諸
外
国
に
お
け
る
「
生
産
的
開
発
政
策
」
へ
の
シ
フ
ト

と
い
う
、
意
図
せ
ざ
る
結
果
を
も
も
た
ら
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
中
国
が
産
業
政
策
を
や
っ
て
き
た
が

故
に
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
形
で
、
先
進
諸
国
は
そ
れ
ま
で
の
新
自
由
主
義
型
の
経
済
政
策
を
見
直
し
て
、

一
気
に
産
業
政
策
を
重
視
す
る
方
向
に
転
換
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（註５） ある産業の需要増加（生産拡大）が、原材料や部品を供給する川上産業に対して、
さらなる生産誘発（波及効果）をもたらす現象。
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中
国
政
府
は
問
題
の
是
正
を
図
る
た
め
に
「
反
不
正

当
競
争
法
」
な
ど
の
競
争
法
制
の
改
正
に
乗
り
出
し
た

も
の
の
、
規
制
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
国
有
企
業

と
い
う
よ
り
も
民
間
企
業
で
す
。
民
間
企
業
が
市
場
の

原
理
に
基
づ
い
て
動
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な

実
効
措
置
と
し
て
は
依
然
と
し
て
乏
し
い
と
い
う
の
が

梶
谷
先
生
か
ら
の
ご
指
摘
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
興
味
深
か
っ
た
点
が
三
つ

あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、
補
助
金
へ
の
考
え
方
で
す
。

補
助
金
は
中
国
の
産
業
発
展
に
と
っ
て
確
か
に
重
要
で

し
た
。
た
だ
、
そ
れ
は
単
に
コ
ス
ト
低
減
だ
け
で
は
な

く
、
よ
り
複
雑
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
中
国
製
品
の

競
争
力
向
上
に
寄
与
し
た
と
い
う
点
が
、
ま
ず
興
味
深

い
も
の
で
し
た
。

丁研究委員
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二
つ
目
は
、
価
格
競
争
の
強
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
産
性
の
向
上
、
い
わ
ゆ
る
技
術
進
歩
も
同
時
に

起
き
て
い
る
こ
と
が
、
中
国
の
産
業
発
展
に
お
け
る
非
常
に
興
味
深
い
現
象
と
し
て
あ
る
こ
と
で
す
。

　

三
つ
目
に
、
規
模
の
経
済
が
強
く
作
用
し
て
い
る
た
め
、
中
国
と
同
等
の
生
産
規
模
を
有
す
る
国
、

例
え
ば
イ
ン
ド
が
次
な
る
世
界
の
工
場
と
し
て
台
頭
し
な
い
限
り
、
中
国
の
製
造
業
超
大
国
と
し
て
の

地
位
は
容
易
に
は
揺
る
が
な
い
点
で
す
。
経
済
合
理
性
に
任
せ
る
限
り
、
中
国
と
世
界
諸
国
の
経
済
関

係
の
整
理
、
現
状
変
更
は
難
し
い
と
い
う
結
論
に
辿
り
着
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
こ
こ
か
ら
、
今
の
中
国
の
産
業
発
展
の
問
題
点
と
な
る
内
巻
化
に
つ
い
て
、
議
論
を
も
う
少
し

深
め
て
い
き
ま
す
。

　

梶
谷
先
生
の
ご
報
告
で
は
、
企
業
間
の
過
当
競
争
を
規
制
す
る
法
制
度
、
そ
し
て
政
策
の
整
備
に
焦

点
を
当
て
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
私
か
ら
２
点
補
足
し
ま
す
。
一
つ
は
「
全
国
統
一
大
市
場
」

の
構
築
で
、
も
う
一
つ
は
企
業
の
海
外
進
出
と
生
産
移
転
で
す
。
現
在
、
中
国
国
内
で
は
、
全
国
統
一

大
市
場
の
構
築
を
通
じ
て
、
内
巻
を
誘
発
し
て
き
た
制
度
的
前
提
の
是
正
が
重
要
な
制
度
改
革
と
し
て

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対
外
的
に
は
海
外
進
出
や
生
産
移
転
が
過
当
競
争
か
ら
の
脱
却
、
そ
し

て
通
商
摩
擦
の
緩
和
を
図
る
有
効
な
手
段
と
し
て
、
特
に
企
業
レ
ベ
ル
で
活
用
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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そ
れ
ぞ
れ
を
、
も
う
少
し
詳
し
く
検
証
し
ま
し
ょ
う
。

　

全
国
統
一
大
市
場
の
構
築
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
報
道
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
実
は
現
在
の

中
国
の
経
済
改
革
を
見
る
上
で
、
非
常
に
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
こ
の
政
策
の
そ
も
そ
も
の
目
的

は
、
高
度
に
統
合
さ
れ
た
巨
大
市
場
の
形
成
を
通
じ
て
、
内
巻
問
題
の
抜
本
的
是
正
を
図
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
方
針
は
今
年
の
政
府
活
動
報
告
、
５
カ
年
計
画
に
関
連
す
る
文
書
、
そ
し
て
年
度
末
の
中
央
経

済
工
作
会
議
な
ど
、
重
要
な
政
策
決
定
の
場
に
お
い
て
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に

は
地
方
政
府
に
よ
る
企
業
誘
致
を
め
ぐ
る
過
度
な
競
争
、
そ
し
て
地
域
保
護
主
義
の
存
在
と
い
う
問
題

を
孕
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
方
政
府
の
行
動
様
式
は
、
過
剰
生
産
能
力
の
形
成
と
市
場
の
分
断
を

招
き
、
結
果
と
し
て
内
巻
を
助
長
し
て
き
た
と
中
国
政
府
は
認
識
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

で
は
、
こ
の
全
国
統
一
大
市
場
の
形
成
を
進
め
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な
政
策
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
２
５
年
１
月
に
「
全
国
統
一
大
市
場
建
設
指
針
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご

く
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
と
、
一
つ
目
は
財
産
権
保
護
、
市
場
参
入
、
公
正
競
争
な
ど
の
市
場
経
済
の
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基
礎
制
度
に
関
す
る
全
国
的
ル
ー
ル
の
統
一
。
二
つ
目
に
土
地
、
労
働
力
、
資
本
、
技
術
、
デ
ー
タ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資
源
な
ど
を
含
む
要
素
市
場
の
一
体
化
。
三
つ
目
に
地
方
政
府
に
よ
る
不
合
理
な
参
入

規
制
の
是
正
。
四
つ
目
に
企
業
誘
致
を
め
ぐ
り
国
の
基
準
を
逸
脱
し
た
過
度
な
優
遇
措
置
の
撤
廃
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
留
意
し
た
い
の
は
、
強
固
な
国
内
市
場
の
確
立
は
、
反
内
巻
の
面
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
中

国
が
対
米
交
渉
に
お
い
て
主
導
権
を
握
る
上
で
も
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
昨
年
１
年
間
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
の
通
商
交
渉
を
経
験
し
、
中
国
政
府
が
認
識
さ
せ
ら
れ
た
の

は
、
戦
略
的
不
可
欠
性
を
持
っ
て
い
る
巨
大
な
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
国
際
政
治
や
国
際
交
渉
の
場
に

お
い
て
、
重
要
な
武
器
と
し
て
利
用
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
の
対
米
交
渉
・

対
米
競
争
を
考
え
る
上
で
も
、
中
国
政
府
は
引
き
続
き
統
一
大
市
場
の
構
築
を
進
め
て
い
く
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

反
内
巻
対
策
の
２
点
目
は
、
企
業
の
海
外
進
出
で
す
。
近
年
、
製
造
業
を
中
心
に
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ

ス
へ
の
進
出
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
か
ら
３
年
間
の
中
国
製
造
業
の
海
外
進
出
の
投
資
規

模
を
確
認
す
る
と
、
圧
倒
的
に
東
南
ア
ジ
ア
が
多
く
、
４
０
０
億
ド
ル
に
達
し
て
い
ま
す
。
２
番
手
は
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欧
州
で
す
が
、
そ
の
次
に
南
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
東
、
ず
ら
り
と
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
国
々
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
国
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
向
け
直
接
投
資
額
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）
を
確
認
す
る
と
、
２
０
１
９
年
以
降
、

右
肩
上
が
り
の
直
接
投
資
額
の
成
長
が
確
認
で
き
ま
す
。
特
に
製
造
業
分
野
が
金
額
的
に
伸
び
続
け
て

い
る
傾
向
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
の
業
務
の
関
係
で
、
海
外
に
進
出
す
る
中
国
の
経
営
者
の
方
々
と
意
見
交
換
す
る
機
会
が

多
く
あ
り
ま
す
。
彼
ら
に
海
外
進
出
の
理
由
を
尋
ね
る
と
、
口
を
揃
え
て
、「
反
内
巻
の
た
め
」「
国
内

の
競
争
が
あ
ま
り
に
も
激
し
す
ぎ
る
」 「
海
外
に
出
て
い
く
と
国
内
よ
り
ず
っ
と
競
争
が
軽
減
さ
れ
る

し
、
高
い
価
格
、
高
い
利
益
率
で
製
品
を
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
答
え
ま
す
。
ジ
ェ
ト
ロ
の
調

査
結
果
で
も
、
海
外
で
販
売
さ
れ
る
中
国
車
の
価
格
は
、
中
国
国
内
市
場
価
格
の
お
お
よ
そ
１
・
５
～

２
・
５
倍
に
及
ぶ
と
い
う
ト
レ
ン
ド
が
出
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
、
中
国
企
業
に
と
っ
て
は
マ
ー
ジ
ン

率
が
高
い
状
況
で
す
の
で
、
経
営
者
の
皆
さ
ん
は
喜
ん
で
海
外
に
出
て
い
く
わ
け
で
す
。

　

最
後
に
、
電
気
自
動
車
産
業
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

資
料
10
（
44
ペ
ー
ジ
）
は
主
要
国
・
地
域
に
よ
る
中
国
産
Ｅ
Ｖ
へ
の
関
税
措
置
を
整
理
し
て
い
ま
す
。
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ト
ル
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
米
国
、
カ

ナ
ダ
、
Ｅ
Ｕ
は
、
中
国
か
ら
怒
濤

の
よ
う
に
流
れ
て
く
る
Ｅ
Ｖ
に
対

し
、
２
０
２
３
年
以
降
、
か
な
り

高
い
税
率
で
追
加
関
税
措
置
を

と
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
中
国
企
業
は
そ
の
対
策

と
し
て
、
米
国
と
カ
ナ
ダ
以
外
に

製
造
拠
点
を
設
置
し
始
め
ま
し

た
。
ト
ル
コ
に
は
、
２
０
２
４
年

に
年
産
15
万
台
規
模
の
製
造
工
場

を
設
立
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
自

動
車
産
業
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

投
資
の
ハ
ブ
で
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー

資料 10　主要国・地域による中国製EVへの関税措置

（出所） 内藤寛子・丁可2025「2024年の中国　経済低迷のなかで包括的な景気対策」
『アジア動向年報2025』（アジア経済研究所）の表１から抜粋。

トルコ 2023年3月

23年3月に中国製EVに対して40％の追
加関税、24年6月に中国産ガソリン車お
よびハイブリッド車に対して40％、最低
7000ドルの追加関税を徴収

ブラジル 2024年1月
中国製EVを意識して、 2024年1月より
EVの輸入関税率を3 段階にわたって引き
上げ、2025年7月には35%へ

EU 2024年10月

補助金調査に応じたBYD、Geely、上海
汽車に対して17%、18.8%と35.3%の
相殺関税、調査に応じなかった企業に
対して35.3%の相殺関税、 中国産テス
ラに対して7.8%の相殺関税を5年間、 
徴収

アメリカ 2024年1月
中国産EVに対する輸入関税を25%から
100%へ、 EV用電池部品、リチウムイオ
ン電池等に対して25%の関税を課す

カナダ 2024年10月 中国製EVに対して100％の追加関税を
課す

国・地域 発表時期 関 税 措 置
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に
、
Ｅ
Ｖ
工
場
、
バ
ッ
テ
リ
ー
工
場
、
電
気
バ
ス
工
場
を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

は
、
Ｂ
Ｙ
Ｄ
、
長
城
汽
車
、
広
州
汽
車
な
ど
が
相
次
い
で
進
出
し
て
い
ま
す
。

　

反
内
巻
と
通
商
摩
擦
の
緩
和
の
た
め
に
、
今
後
、
製
造
業
を
中
心
と
し
た
中
国
企
業
の
海
外
進
出
が

ど
ん
ど
ん
増
加
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
中
国
の
産
業
発
展
を
観
察
す
る
上
で
、
新
し
い
視
点
に

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
は
以
上
で
す
。

川
島　

丁
先
生
か
ら
多
岐
に
わ
た
る
コ
メ
ン
ト
、
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
梶
谷
先
生
か
ら
ご
返
答
を

い
た
だ
け
ま
す
か
。

梶
谷　

重
要
な
点
を
補
足
し
て
い
た
だ
き
、
議
論
が
大
変
深
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
１
点
目
の
全
国
統
一
大
市
場
に
関
し
て
で
す
。
資
料
の
中
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私

の
理
解
で
は
土
地
や
労
働
力
、
資
本
、
技
術
、
デ
ー
タ
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
生
産
財
の
市
場
を
、
企
業

が
よ
り
効
率
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
数
年
前
か
ら
あ
り
、
そ
の
中
で
強
調
さ

れ
て
い
た
概
念
で
す
。

　

ご
指
摘
の
よ
う
に
、
地
方
保
護
主
義
の
打
破
な
ど
、
需
要
面
に
お
い
て
も
あ
る
程
度
は
全
国
統
一
市
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場
を
つ
く
る
ほ
う
が
有
効
と
い
う
側
面
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
特
定
の
地
域
が
資
源
を
囲

い
込
ま
な
い
よ
う
に
生
産
財
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
や
、
デ
ー
タ
や
労
働
の
移
動
に
関
す
る
ル
ー
ル
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
は
供
給
面
を
強
化
す
る
施
策
で
す
。
少
な
く
と
も
最
初
に
提
起
さ
れ

た
観
点
と
し
て
は
供
給
サ
イ
ド
の
意
図
が
か
な
り
強
か
っ
た
と
、
私
自
身
は
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
中
国
政
府
は
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
方
針
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
く
と
は
思
い
ま
す
が
、

総
需
要
を
増
や
す
と
い
う
点
で
考
え
る
と
、
や
は
り
財
政
出
動
や
金
融
緩
和
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
政
策
が

支
え
な
い
限
り
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
抜
本
的
な
解
決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
見
通
し
て

い
ま
す
。

　

２
点
目
の
、
新
興
国
を
中
心
と
し
た
海
外
直
接
投
資
を
増
や
し
て
い
く
点
に
つ
い
て
で
す
。
中
国
の

メ
ー
カ
ー
が
、
そ
れ
を
非
常
に
重
視
し
て
い
る
と
い
う
動
き
が
実
際
に
起
き
て
い
る
こ
と
に
は
、
私
も

同
意
し
ま
す
。
こ
れ
は
１
９
８
０
年
代
に
日
米
自
動
車
摩
擦
が
起
き
た
際
、
日
本
企
業
が
と
っ
た
戦
略

と
全
く
同
じ
で
す
。
こ
れ
が
進
ん
で
、
世
界
経
済
の
中
で
う
ま
く
収
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
結
果
的
に
良

い
方
向
に
向
か
う
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
問
題
点
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
米
国
の
反
応
で
す
。
つ
ま
り
、
新
興
国
へ
の
中
国
企
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業
の
進
出
を
警
戒
し
て
、
新
興
国
経
由
の
輸
出
に
対
し
て
も
関
税
を
高
く
し
て
い
く
の
が
現
在
の
ト
ラ

ン
プ
政
権
の
姿
勢
で
す
が
、
こ
の
方
針
が
今
後
も
続
い
て
い
く
の
か
ど
う
か
が
大
き
な
焦
点
と
な
り
ま

す
。

　

も
う
一
つ
は
、
中
国
国
内
経
済
へ
の
影
響
で
す
。
確
か
に
Ｂ
Ｙ
Ｄ
の
よ
う
な
力
の
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
に
と
っ
て
は
、
海
外
に
ど
ん
ど
ん
出
た
ほ
う
が
得
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

中
国
経
済
全
体
の
成
長
と
い
う
点
で
見
る
と
、
中
国
企
業
が
強
く
な
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
は
増

加
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
雇
用
を
増
や
す
と
い
う
点
で
は
、
必
ず
し
も
プ
ラ
ス
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
日
本
経
済
全
体
が
低
迷
す
る
中
で
、
一
部
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
み
が
成
長
し
た

状
況
と
重
な
る
部
分
が
あ
り
、
中
国
政
府
が
今
後
も
こ
の
動
き
を
容
認
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
少

し
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

川
島　

丁
先
生
か
ら
レ
ス
ポ
ン
ス
は
あ
り
ま
す
か
。

丁　

ま
ず
、
統
一
大
市
場
建
設
の
ポ
イ
ン
ト
が
、
需
要
サ
イ
ド
よ
り
供
給
サ
イ
ド
に
置
か
れ
て
い
る
と

い
う
点
は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
需
要
拡
大
に
は
財
政
政
策
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
指
摘
も
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
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す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
「
以イ

ー
ジ
ウ
フ
ア
ン
シ
ン

旧
換
新
」
と
い
う
買
い
替
え
支
援
策
で
す
。

自
動
車
や
家
電
な
ど
、
耐
久
消
費
財
の
買
い
替
え
が
い
ま
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
よ
り
長
期
的
な
視
点
か
ら
の
施
策
で
、
最
近
の
政
府
活
動
報
告
で
「
投ト

ウ
ズ
ィ
ユ
ー
レ
ン

資
于
人
（
人

へ
の
投
資
）」
を
重
視
す
る
と
出
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
年
間

３
６
０
０
元
の
育
児
補
助
金
を
支
給
す
る
制
度
は
、
中
国
政
府
と
し
て
初
め
て
「
人
」
を
対
象
と
し
た

補
助
金
政
策
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
へ
の
支
援
や
、
関
連
す
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
へ
の
補
助
金
支
給
と
い
っ
た
政
策
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
は
財
政
政
策
を
中
心
に
需
要
の
拡
大
も
図
ら
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
移
転
に
関
す
る
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
米
国
は
新
興
国
か
ら
の
迂
回
輸
出
を
簡
単
に
は

認
め
な
い
だ
ろ
う
と
私
も
見
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
後
の
米
中
交
渉
の
焦
点
は
、「
中
国
か
ら
の

対
米
投
資
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
」
に
な
る
は
ず
で
す
。
２
０
２
６
年
、
ト
ラ
ン
プ
・
習
会
談
が
米

中
そ
れ
ぞ
れ
で
複
数
回
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
デ
ィ
ー
ル
（
取
引
）
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
中
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
対
米
進
出
が
浮
上
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
か
ら
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
違
い
に
つ
い
て
で
す
。
企
業
が
海
外
に
進
出
し
て
規
模
を
拡
大
し
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た
と
し
て
も
、
国
内
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
薄
く
、
海
外
で
稼
い
だ
利
益
が
必
ず
し
も
国
内
に
還
元
さ

れ
な
い
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
指
摘
に
関
し
て
は
、
ま
さ
に
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
同
時

に
、
供
給
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
考
え
た
場
合
、
最
新
製
品
や
高
付
加
価
値
製
品
の
研
究
開
発
は
、
国
内
に

拠
点
を
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば
実
現
で
き
ず
、
現
地
市
場
だ
け
で
完
結
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ

の
た
め
、
か
つ
て
の
日
本
と
同
様
に
、
高
付
加
価
値
財
の
生
産
や
研
究
開
発
分
野
の
投
資
は
、
引
き
続

き
中
国
国
内
で
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
見
て
い
ま
す
。

川
島　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

需
要
な
き
過
剰
生
産
は
な
ぜ
起
き
る
の
か

川
島　

こ
こ
か
ら
は
、
私
か
ら
梶
谷
先
生
を
中
心
に
ご
質
問
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

梶
谷
先
生
、
私
は
少
し
私
自
身
の
頭
の
整
理
が
必
要
だ
と
感
じ
た
部
分
が
あ
り
ま
す
。
中
国
が
産
業

政
策
を
実
施
し
、
Ｅ
Ｖ
車
を
含
め
て
成
功
を
収
め
て
き
た
領
域
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

「
０
か
ら
１
」「
１
か
ら
１
０
０
」
と
い
っ
た
議
論
は
さ
て
お
き
、
中
国
政
府
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
生
ん

だ
部
分
も
あ
る
し
、
多
く
の
企
業
が
参
入
し
、
競
い
合
う
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
土
俵
）
を
つ
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く
り
上
げ
、
競
争
力
が
磨
か
れ
て
き
た
と
い
う
の
は
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
企
業
側
（
供
給
サ
イ
ド
）
の
問
題
で
す
。
競
争
力
の
あ
る
製
品
が
つ
く
ら

れ
て
い
く
こ
と
と
、
そ
れ
を
購
入
す
る
需
要
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
別
の
問
題
で
す
。
産
業
が
育
つ

こ
と
で
経
済
が
回
っ
て
い
く
側
面
は
あ
る
に
せ
よ
、
両
者
は
直
接
的
に
は
必
ず
し
も
連
動
し
ま
せ
ん
。

　

つ
ま
り
、
現
在
需
要
サ
イ
ド
が
冷
え
込
ん
で
い
る
の
は
、
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
不
動
産
バ
ブ
ル
な
ど

の
マ
ク
ロ
経
済
の
問
題
が
あ
り
、
産
業
政
策
と
は
別
に
本
来
行
う
べ
き
需
要
喚
起
を
し
て
こ
な
か
っ
た

か
ら
と
い
う
理
解
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
こ
の
点
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

梶
谷　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
需
要
サ
イ
ド
の
問
題
に
は
二
つ
あ
り
、
産
業
政
策
と
結
び
つ
い

た
点
と
、
そ
れ
と
は
関
係
な
い
マ
ク
ロ
経
済
の
動
向
が
存
在
し
ま
す
。
本
日
私
が
お
話
し
し
た
の
は
、 

「
最
終
財
の
需
要
が
大
き
く
な
け
れ
ば
、
産
業
を
成
長
さ
せ
る
の
は
難
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

供
給
サ
イ
ド
に
関
し
て
言
え
ば
、
中
国
は
科
学
技
術
の
育
成
や
教
育
へ
の
投
資
、
あ
る
い
は
海
外
で

博
士
号
を
取
得
し
た
人
材
を
呼
び
戻
す
「
千
人
計
画
」
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
需
要
に
応
え
得
る
供
給
面
の
能
力
は
も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
供
給
サ
イ
ド
に
、
高
い
生
産
性
や
優
れ
た
製
品
が
あ
っ
て
も
、
つ
く
っ
た
も
の
が
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売
れ
な
け
れ
ば
産
業
は
成
長
し
ま
せ
ん
。
経
済
全
体
の
パ
イ
（
総
需
要
）
は
マ
ク
ロ
経
済
政
策
な
ど
で

決
ま
る
わ
け
で
す
が
、
中
国
政
府
は
そ
の
中
で
「
Ｅ
Ｖ
と
い
う
特
定
産
業
の
パ
イ
」
を
大
き
く
す
る
た

め
の
政
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
経
済
全
体
の
パ
イ
自
体
が
縮
小
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
の

効
果
は
失
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
別
途
、
金
融
政
策
や
財
政
政
策
に
よ
っ
て
需
要
を
喚
起
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
は
そ
の
手
当
て
が
不
十
分
だ
っ
た
、
と
い
う
の
が

私
の
理
解
で
す
。

川
島　

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｅ
Ｖ
車
を
買
う
と
き
に
税
金
を
免
除
す
る
な
ど
し
て
需

要
を
誘
導
し
て
き
た
も
の
の
、
消
費
者
側
に
買
う
気
が
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も
買
わ
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、

抜
本
的
な
解
決
に
は
至
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

続
い
て
の
論
点
で
す
が
、
Ｅ
Ｖ
の
よ
う
な
政
府
が
主
導
す
る
産
業
分
野
と
、
ド
ロ
ー
ン
の
よ
う
な
必

ず
し
も
産
業
政
策
と
は
言
え
な
い
が
、
あ
る
程
度
自
発
的
に
産
業
集
積
が
進
ん
だ
分
野
と
の
間
で
、
産

業
の
あ
り
方
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
政
府
は
、
特
定
の
産
業
分
野
に
補
助
金
支
援
と
い
っ
た
カ
ン
フ
ル
剤
を
ず
っ
と
打
ち
続
け
る

必
要
が
あ
る
の
か
。
Ｂ
Ｙ
Ｄ
の
よ
う
な
企
業
が
育
て
ば
、
あ
と
は
政
府
が
手
を
引
い
て
も
自
律
的
に
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回
っ
て
い
く
た
め
、
結
果
的
に
は
同
じ
こ
と
な
の
か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
。

梶
谷　

重
要
な
ご
指
摘
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
２
点
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
国
主
導
の
産
業
政
策
と
民
間
企
業
の
競
争
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
で
す
が
、
そ
の
中
間
的
存
在
と
し
て
、
中
国
の
場
合
は
「
地
方
政
府
が
行
う
産
業
政
策
」
が

非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
ド
ロ
ー
ン
や
電
機
産
業
は
、
深
圳

で
顕
著
な
産
業
集
積
が
起
き
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
お
い
て
深
圳
市
政
府
が
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て

大
き
い
も
の
で
す
。
地
方
政
府
が
台
頭
す
る
こ
と
は
地
方
保
護
主
義
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
り
ま

す
が
、
少
な
く
と
も
産
業
集
積
を
つ
く
り
だ
し
、
企
業
誘
致
競
争
を
行
っ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
国
と

民
間
を
つ
な
ぐ
中
間
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
ど
こ
ま
で
産
業
政
策
を
続
け
る
べ
き
か
と
い
う
点
で
す
。
基
本
的
に
は
、
規
模
の
経
済
が

働
き
始
め
、
か
つ
国
内
需
要
に
あ
る
程
度
の
伸
び
し
ろ
が
あ
れ
ば
、
あ
る
時
点
か
ら
は
政
府
が
介
入
し

な
く
て
も
コ
ス
ト
が
自
動
的
に
下
が
る
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
き
ま
す
。
そ
れ
は
ド
ロ
ー
ン
で
あ
っ

て
も
、
Ｅ
Ｖ
で
あ
っ
て
も
同
様
で
す
。
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現
在
の
Ｅ
Ｖ
に
関
し
て
の
最
大
の
問
題
は
、
国
内
で
な
か
な
か
売
れ
な
い
こ
と
で
す
。
単
に
安
い
も

の
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
購
入
補
助
金
は
す
で
に
２
０
２
２
年
末
で
終
了
し
て
い

ま
す
し
、
税
の
減
免
も
２
０
２
６
年
か
ら
順
次
廃
止
し
て
い
く
方
針
で
す
の
で
、
政
府
の
支
援
は
そ
れ

ほ
ど
必
要
の
な
い
段
階
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
産
業
集
積
や
規
模
の
経
済
は
一
旦
機
能
し
始
め
る
と
、

比
較
的
自
動
的
に
進
ん
で
い
く
側
面
が
強
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

川
島　

そ
の
お
話
を
伺
う
と
、
次
の
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
中
国
全
体
の
内
需
や
個
人
消

費
が
盛
り
上
が
っ
て
こ
な
い
と
な
る
と
、
や
は
り
安
価
な
も
の
ば
か
り
が
歓
迎
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
「
山
寨
」
的
な
製
品
も
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
て
し
ま
い
、「
日
本
病
」
と

ま
で
言
い
ま
せ
ん
が
、
物
価
が
適
正
に
上
昇
し
な
が
ら
経
済
が
上
向
く
状
態
は
考
え
に
く
く
、
む
し
ろ

内
巻
が
悪
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

梶
谷　

こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
け
ば
、
そ
う
な
る
可
能
性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
報
告
で
も

触
れ
ま
し
た
が
、
Ｅ
Ｖ
市
場
で
は
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
内
巻
政
策
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
表
立
っ

て
既
存
販
売
車
を
値
下
げ
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
結
果
、
メ
ー
カ
ー
は
次
々
と
新
車
を
発
表
す
る
と
い
う
手
段
に
出
て
い
ま
す
。
も
と
も
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と
Ｅ
Ｖ
の
開
発
期
間
は
ガ
ソ
リ
ン
車
に
比
べ
て
非
常
に
短
い
の
で
す
が
、
そ
れ
が
２
年
か
ら
１
年
半
、

さ
ら
に
は
１
年
で
発
売
さ
れ
る
な
ど
、
極
端
な
短
縮
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
政
府
の
指
導
で
表
立
っ
た
値
下
げ
が
で
き
な
い
代
わ
り
に
、
日
本
で
あ
っ
た
「
ス

テ
ル
ス
値
上
げ
」
の
逆
の
、
実
質
的
な
「
ス
テ
ル
ス
値
下
げ
」
に
近
い
こ
と
が
起
き
て
い
る
。
こ
れ
は

や
は
り
、
不
動
産
価
格
下
落
に
よ
る
資
産
効
果
や
老
後
の
不
安
か
ら
、
人
々
が
貯
蓄
を
優
先
し
、
積
極

的
に
消
費
し
よ
う
と
い
う
マ
イ
ン
ド
に
な
ら
な
い
こ
と
が
強
く
影
響
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

不
動
産
在
庫
の
膠
着
と
地
方
財
政
の
実
態

川
島　

で
は
、
岡
嵜
先
生
に
お
伺
い
し
ま
す
。
先
生
の
資
料
９
（
31
ペ
ー
ジ
）
に
社
会
融
資
総
量
な
ど

も
あ
り
ま
す
が
、
金
融
財
政
の
ほ
う
か
ら
見
て
中
国
の
需
要
サ
イ
ド
を
い
か
に
改
善
す
る
か
と
い
う
の

は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
目
下
の
と
こ
ろ
、
中
国
は
金
融
財
政
面
を
使
い
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
に
需
要
サ
イ
ド
を
改
善
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

岡
嵜　

需
要
サ
イ
ド
の
改
善
策
と
し
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
の
引
き
下
げ
な
ど
を
始
め
て
は
い
ま
す
。

し
か
し
結
局
の
と
こ
ろ
、「
住
宅
の
在
庫
そ
の
も
の
が
ま
だ
全
然
減
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
事
実
が
重
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く
の
し
か
か
っ
て
い
て
、
消
費
者
が
「
金
利
が
今
ち
ょ
っ
と
下
が
っ
た
け
れ
ど
も
、
今
後
ま
た
上
が
る

か
も
し
れ
な
い
」「
今
が
借
り
時
か
も
し
れ
な
い
」
と
前
向
き
な
検
討
が
で
き
る
状
況
に
至
っ
て
い
な

い
と
い
う
の
が
問
題
に
あ
り
ま
す
。

　

金
融
機
関
に
は
「
実
体
経
済
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
絶
対
的
な
使
命
が
あ
る
た
め
、
政
府
か
ら
は

し
っ
か
り
と
融
資
を
伸
ば
す
よ
う
に
と
の
指
令
も
出
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
実
際
の
統
計
を
見

て
も
、
確
か
に
融
資
額
は
伸
び
て
は
い
る
も
の
の
、
勢
い
が
弱
い
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
す
。
ご
説
明

し
た
「
構
造
的
金
融
政
策
」
な
ど
で
裏
打
ち
さ
れ
た
融
資
は
伸
び
る
も
の
の
、
消
費
者
ロ
ー
ン
に
つ
い

て
は
、
不
良
債
権
化
の
懸
念
す
ら
出
始
め
て
い
る
た
め
、
な
か
な
か
厳
し
い
状
況
と
見
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
、
や
は
り
不
動
産
の
在
庫
を
し
っ
か
り
と
処
理
し
な
い
と
駄
目
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
の
で
す
が
、
中
国
の
公
的
政
策
の
中
で
は
、
不
思
議
な
く
ら
い
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本

の
バ
ブ
ル
崩
壊
時
の
よ
う
に
価
格
が
暴
落
す
る
事
態
は
起
き
て
お
ら
ず
、
じ
わ
じ
わ
と
下
落
し
て
い
る
。

上
海
や
北
京
の
住
民
た
ち
か
ら
は
「
中
古
物
件
価
格
は
相
当
下
が
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま

す
が
、
統
計
に
は
そ
の
よ
う
な
下
落
は
現
れ
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
政
府
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
維
持
さ
れ
て
い
る
状
況
だ
と
言
え
ま
す
。
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政
府
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
不
安
を
煽
っ
て
市
場
が
大
暴
落
し
て
し
ま
う
こ
と
の
ほ
う
が
恐
ろ
し
い

わ
け
で
す
。
不
動
産
業
界
は
関
連
す
る
企
業
も
多
い
た
め
、
連
鎖
倒
産
が
起
き
て
経
済
全
体
が
混
乱
す

る
事
態
を
避
け
た
い
と
い
う
思
惑
が
強
く
働
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
不
動
産
バ
ブ
ル
が
噴
き
上
が
っ
た
中
に
は
汚
職
・
腐
敗
が
絡
ん
で
い
る

よ
う
な
案
件
も
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の
を
ど
こ
ま
で
救
済
す
る
の
か
と
い
う
線
引
き
が
明
確
で
は
な
い
。

日
本
の
場
合
は
、
金
融
機
関
の
融
資
が
絡
ん
で
い
た
も
の
が
大
き
く
、
世
間
か
ら
の
批
判
は
大
き
か
っ

た
も
の
の
、「
金
融
機
関
を
潰
せ
ば
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク

（
註
６
）

が
起
き
る
か
ら
、
こ
こ
は
支
え
る
し

か
な
い
」
と
割
り
切
り
、
銀
行
を
救
済
す
る
形
で
決
着
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
日
本
が
そ
こ
に
至
る
に
は
、
７
～
８
年
間
議
論
し
て
い
ま
す
。
ま
し
て
や
中
国
の
場

合
、
銀
行
が
そ
れ
ほ
ど
融
資
を
し
て
い
な
い
の
で
、 「
誰
の
責
任
な
の
か
」 

と
い
う
点
が
明
確
に
な
ら

ず
、
結
果
と
し
て
ど
こ
を
救
済
す
る
か
と
い
う
決
着
が
な
か
な
か
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
複
雑
な
背

景
が
あ
る
た
め
、
需
要
サ
イ
ド
を
す
っ
き
り
改
善
さ
せ
る
よ
う
な
抜
本
的
な
政
策
が
打
ち
出
せ
な
い
で

い
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

川
島　
「
需
要
サ
イ
ド
の
改
善
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
」
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
中
国
経
済
の
最
大
の

（註６） 個別の金融機関の支払い不能等や、特定の市場または決済システム等の機能不全
が、他の金融機関、他の市場、または金融システム全体に波及するリスク。
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問
題
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
地
方
財
政
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
資
料
９
（
31
ペ
ー
ジ
） 

に
江
蘇
省
の
デ
ー
タ
が
挙

が
っ
て
い
ま
す
。
一
般
論
と
し
て
、
中
国
は
地
方
財
政
が
相
当
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
ま
す
。
江
蘇
省
は
比
較
的
状
況
が
悪
く
な
い
地
域
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
地
方
財
政
の
悪
化

問
題
は
、
産
業
政
策
や
さ
ま
ざ
ま
な
支
出
、
特
に
不
動
産
問
題
へ
の
対
処
等
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

岡
嵜　

省
別
に
見
た
場
合
、
北
部
の
地
方
財
政
が
か
な
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
金
融
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
、
そ
こ
ま
で
極
端
な
地
域
差
は
現
れ
て
い
ま
せ
ん
。
中
国
の
金
融
機

関
は
ほ
と
ん
ど
が
国
有
、
あ
る
い
は
地
方
政
府
か
国
有
企
業
が
出
資
し
て
い
る
形
で
あ
る
た
め
、
そ
う

し
た
ル
ー
ト
か
ら
の
融
資
は
安
定
し
て
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
政
府
が
地
方
債
を
発
行
し
た
際
、

そ
れ
を
引
き
受
け
る
銀
行
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
支
え
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
資
料
９
の
江
蘇
省
の
デ
ー
タ
で
、「
地
方
債
（
資
料
９
で
は
「
政
府
債
券
」）」
は
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
こ
の
地
方
債
の
発
行
が
そ
れ
な
り
に
膨
ら
ん
で
い
る

は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
主
な
買
い
手
は
銀
行
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。



58

川
島　

財
政
状
況
が
悪
く
な
い
江
蘇
省
で
さ
え
、
そ
の
地
方
債
が
２
０
２
４
年
、
２
０
２
５
年
と
大

き
く
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
変
特
徴
的
な
こ
と
だ
と
、
興
味
深
く
拝
見
し
ま
し
た
。

　

地
方
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
状
況
と
地
域
間
格
差
へ
の
生
存
戦
略

川
島　

地
方
の
話
に
関
連
し
て
、
丁
先
生
に
ご
質
問
し
ま
す
。
全
国
統
一
市
場
の
構
築
に
つ
い
て
、
地

方
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
な
く
し
、
米
国
の
よ
う
な
強
い
国
内
市
場
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
梶
谷
先
生
か
ら
は
地
方
の
省
政
府
な
ど
が
果
た
し
て
い
る
役
割
も
、
確
か
に
あ
る
と
い
う

お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
あ
る
い
は
先
ほ
ど
丁
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
企
業
の
海
外
進
出
、
例
え
ば
東

南
ア
ジ
ア
等
へ
の
投
資
に
お
い
て
も
、
地
方
政
府
が
一
定
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
深
圳

市
政
府
も
海
外
と
活
発
に
交
流
を
し
て
い
ま
す
し
、
雲
南
省
、
江
西
省
を
は
じ
め
、
地
方
政
府
が
独
自

に
動
く
こ
と
も
ず
い
ぶ
ん
あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
の
よ
う
に
見
た
場
合
、
地
方
政
府
の
役
割
は
、
全
国
統
一
市
場
の
形
成
に
向
け
て
、
一
面
で
削
ら

れ
つ
つ
も
、
も
う
一
面
で
海
外
進
出
な
ど
の
面
で
は
独
自
の
動
き
を
期
待
さ
れ
る
と
い
う
、
か
な
り
ア
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ン
ビ
バ
レ
ン
ト
（
相
反
す
る
）
で
、
難
し
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
か
。

丁　

現
在
の
中
国
の
経
済
発
展
、
そ
し
て
産
業
の
展
開
に
関
す
る
非
常
に
核
心
的
な
問
題
を
突
い
て
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
私
が
こ
れ
ま
で
強
調
し
て
き
た
よ
う
に
、
中
国
の
産
業
政
策
は
、
中
央
だ
け
で

は
な
く
、
地
方
政
府
が
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
中
央
政
府
は
大
き
な
政
策
の
方

向
性
、
技
術
路
線
、
業
界
の
標
準
の
設
定
と
い
っ
た
枠
組
み
づ
く
り
を
行
う
の
に
対
し
て
、
具
体
的
な

政
策
の
執
行
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
は
全
て
地
方
政
府
が
担
っ
て

い
ま
す
。

　

い
ま
地
方
政
府
が
抱
え
て
い
る
最
大
の
問
題
点
は
、
先
ほ
ど
の
議
論
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
不
動
産
バ

ブ
ル
が
崩
壊
し
、
地
方
政
府
に
と
っ
て
最
大
の
財
源
で
あ
る
土
地
使
用
権
の
売
却
収
入
が
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
不
足
を
ど
の
よ
う
に
補
う
の
か
が
、
現
在
の
地
方
政
府
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
全
国
統
一
市
場
の
構
築
に
向
け
て
、
地
方
政
府
に
よ
る
企
業
誘
致
の
行
動
様
式
に
対
し
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
加
え
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
然
な
が
ら
地
方
政
府
に
と
っ
て

は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
動
き
が
と
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。
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で
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。
私
の
考
え
で
は
、
全
国
全
て
の
地
域
が
ど
こ
で
も
一
律

に
、
国
の
産
業
政
策
に
沿
っ
て
、
独
自
の
ハ
イ
テ
ク
産
業
や
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
す
で
に
産
業
集
積
が
で
き
て
い
る
地
域
は
、
集
積
の
効
果
で
企
業
、
人
材
、
情
報
、
資
金
が
さ
ら

に
集
ま
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
強
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
地
域
間

格
差
が
開
く
状
況
に
な
る
で
し
ょ
う
。
産
業
集
積
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
活
発
な
地
域
で
は
、
発

展
す
る
ハ
イ
テ
ク
企
業
か
ら
の
税
収
が
ま
す
ま
す
増
え
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
活
発
で
は
な
い
地
域

の
場
合
は
、
人
材
の
流
出
、
企
業
の
移
転
、
人
口
の
高
齢
化
と
い
っ
た
問
題
を
抱
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
中
国
も
米
国
と
同
じ
よ
う
に
非
常
に
大
き
な
地
域
間
格
差
を
前
提
と
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
経
済
運
営
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

で
は
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
集
積
を
持
た
な
い
地
域
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
得
る
の
か
。
い
ま
見

ら
れ
る
の
は
、
文
化
産
業
や
ス
ポ
ー
ツ
産
業
、
日
本
で
言
う
「
Ｂ
級
グ
ル
メ
」
の
よ
う
な
地
域
の
特
性

に
特
化
し
た
産
業
づ
く
り
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
貴
州
省
の
田
舎
で
は
「
村ツ

ン
チ
ャ
オ超

」

と
呼
ば
れ
る
、
村
レ
ベ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
が
非
常
に
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
毎
週
の
よ
う
に
試
合

が
行
わ
れ
、
全
国
で
生
中
継
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
蘇
省
で
も
「
蘇ス

ー
チ
ャ
オ超

」
と
い
う
地
域
レ
ベ
ル
で
の
サ
ッ
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カ
ー
リ
ー
グ
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
「
文

ウ
ェ
ン
リ
ュ
ウ

旅
（
文
化
旅
行
）」
と
呼
ば
れ
る
観
光
分
野
で
の
政
策
づ
く
り
に

注
力
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ハ
イ
テ
ク
を
持
た
な
い
地
域
は
、
こ
の
よ
う

な
地
域
に
密
着
し
た
ニ
ッ
チ
な
分
野
を
中
心
に
、
独
自
の
存
在
意
義
を
見
出
し
て
い
く
し
か
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

川
島　
「
文
旅
」
は
、
ま
さ
に
中
国
語
で
「
情

チ
ン
シ
ュ
ー
シ
ャ
オ
フ
ェ
イ

緒
消
費
」、
つ
ま
り
気
持
ち
が
乗
ら
な
い
と
消
費
者
は

モ
ノ
を
買
わ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
示
す
事
例
で
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
産
業
集
積
の
な
い

地
域
に
と
っ
て
は
非
常
に
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
丁
先
生
が
指
摘
さ
れ
た
と
て
も
大
事
な
こ
と
は
格
差
の
問
題
で
す
。
岡
嵜
先
生
か
ら
も
あ

り
ま
し
た
が
、
南
北
の
問
題
で
す
。
産
業
集
積
が
で
き
て
い
る
南
側
と
、
国
有
企
業
が
多
く
て
集
積
が

進
ま
な
い
北
側
で
格
差
が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
は
っ
き
り
と
分
か
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
政
権
が
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
か
非
常
に
難
し
い
局
面
に
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
も
今

後
注
視
し
て
い
く
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。
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日
本
が
と
る
べ
き
ア
プ
ロ
ー
チ

川
島　

そ
ろ
そ
ろ
ま
と
め
と
い
う
か
、
最
後
の
課
題
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
今
日
、
梶
谷
先
生
の
お
話

に
あ
っ
た
と
お
り
、
中
国
は
産
業
政
策
と
い
う
面
で
は
か
な
り
の
成
功
を
収
め
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
は
、
ま
だ
歴
史
的
検
証
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
Ｂ
Ｙ
Ｄ

を
含
め
た
Ｅ
Ｖ
車
等
々
で
は
成
功
し
て
い
る
し
、
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
ど
ん

ど
ん
推
し
進
め
て
く
る
は
ず
で
す
。
補
助
金
や
過
剰
投
資
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
あ
る
に
せ
よ
、
手

当
て
を
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

岡
嵜
先
生
の
資
料
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
中
国
は
、
社
会
保
障
関
係
、
民
生
部
門
、
不
動
産
部
門
、

グ
リ
ー
ン
経
済
な
ど
に
ど
ん
ど
ん
資
金
を
投
じ
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
。
問
題
が
あ
る
と
は
い
っ
て

も
、
中
国
自
ら
が
今
後
の
新
し
い
産
業
の
世
界
的
に
中
心
的
な
存
在
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は

間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、「
日
本
が
何
か
学
べ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
」
が
質
問
で
す
。
本
日
の

お
話
あ
る
い
は
議
論
の
中
を
踏
ま
え
、
い
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
、
日
本
が
学
ぶ
べ
き
教
訓
は
何

が
あ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。
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梶
谷　

ま
ず
前
提
と
し
て
、
実
は
「
中
国
の
企
業
や
官
僚
は
か
な
り
日
本
か
ら
学
ん
で
い
る
」
と
い
う

こ
と
が
大
き
な
背
景
と
し
て
あ
り
ま
す
。
今
後
、
日
本
が
中
国
か
ら
何
を
学
ぶ
か
と
い
う
と
、
少
し
や

や
こ
し
い
言
い
方
に
な
り
ま
す
が
、「
中
国
が
日
本
か
ら
謙
虚
に
学
ん
だ
と
い
う
姿
勢
」
を
学
ぶ
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

特
に
産
業
技
術
、
例
え
ば
Ａ
Ｉ
や
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
な
ど
、
中
国
の
ほ
う
が
明
ら
か
に
進
ん
で
い
る

分
野
が
か
な
り
増
え
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
の
企
業
は
、
中
国
に
い
か
に
技
術
を

盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
か
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
い
か
に
吸
収
し
て
い
く
か

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
奪
っ
て
」
い
く
た
め
に
は
交
流
が
必
要
に
な
る
の
で
、
そ
う
し
た

戦
略
的
な
交
流
の
仕
方
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

岡
嵜　

私
も
、
中
国
が
こ
れ
ま
で
実
践
し
て
き
た
経
済
特
区
の
よ
う
な
仕
組
み
を
、
日
本
は
も
う
少
し

取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
自
動
運
転
な
ど
の
実
証
実
験
の
部
分
な
ど
、

中
国
で
は
、
で
き
る
と
こ
ろ
で
ま
ず
や
っ
て
み
る
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
ど
こ
ま

で
進
む
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
人
民
元
の
よ
う
な
も
の
も
、
ま
ず
は
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
試
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
。
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日
本
だ
と
、「
な
ぜ
こ
の
人
た
ち
だ
け
が
実
験
に
参
加
す
る
の
か
」
と
公
平
性
を
真
面
目
に
検
討
し

す
ぎ
て
し
ま
い
、
ど
う
し
て
も
動
き
が
遅
く
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、「
こ
こ
に
限
っ
て
試
し
て
、

う
ま
く
い
き
そ
う
だ
っ
た
ら
広
げ
る
」
と
い
う
よ
う
な
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
と
い
う
姿
勢
に
つ
い
て

は
、
日
本
で
も
も
っ
と
取
り
入
れ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

丁　

私
は
競
争
促
進
的
な
産
業
政
策
が
重
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
か
つ
て
の
日
本
や
韓
国

の
産
業
政
策
は
、
特
定
の
大
企
業
や
産
業
を
育
成
す
る
形
で
競
争
を
抑
制
し
、
協
調
を
優
先
す
る
こ
と

に
政
策
の
重
点
を
置
い
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
中
国
の
産
業
政
策
を
見
る
と
、
補
助
金
を
ば
ら
ま
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
参
入
障
壁
が
引
き

下
げ
ら
れ
、
大
量
の
新
規
参
入
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
民
間
の
活
力
が
引
き
出
さ
れ
、
企
業

間
で
非
常
に
激
し
い
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
も
、
こ
の
よ
う
に
競
争
を

促
進
す
る
形
の
補
助
金
政
策
や
産
業
政
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
振
り
返
っ
て

川
島　

梶
谷
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
日
本
は
中
国
に
対
し
て
、
技
術
を
奪
わ
れ
な
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い
よ
う
に
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
し
、
中
国
が
日
本
か
ら
学
ぶ
場
面
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
今
や
、
日
本
が
中
国
か
ら
何
を
学
ぶ
の
か
、
何
か
吸
収
で
き
な
い
か
と
い
う
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
意
味
で
、
や
は
り
交
流
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
軍
民
両
用
（
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
）
技

術
と
い
っ
た
経
済
安
保
に
関
わ
る
領
域
は
別
に
し
て
も
、
そ
う
で
は
な
い
分
野
に
お
い
て
は
、
経
済
分

野
で
の
交
流
を
進
め
な
が
ら
、
学
ぶ
べ
き
も
の
は
学
ん
で
い
く
と
い
う
姿
勢
が
相
互
に
あ
っ
て
い
い
で

し
ょ
う
。

　

本
日
の
梶
谷
先
生
の
ご
発
表
を
通
じ
て
、
ま
さ
に
い
ま
中
国
が
行
っ
て
い
る
産
業
政
策
の
い
い
と
こ

ろ
、
あ
る
い
は
課
題
と
そ
の
対
策
を
見
て
き
ま
し
た
。
中
国
経
済
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
ま
で
経
済
が
発
展
し
て
き
た
背
景
が
理
解
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
岡
嵜
先
生
、

丁
先
生
の
お
話
か
ら
は
財
政
・
金
融
の
役
割
、
そ
れ
か
ら
、
マ
ク
ロ
・
ミ
ク
ロ
双
方
を
見
る
こ
と
で
、

一
層
全
体
像
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

中
国
は
投
資
し
て
も
ら
う
国
か
ら
、
も
は
や
外
に
投
資
を
し
て
い
く
存
在
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す

し
、
ま
さ
に
本
日
挙
が
っ
た
内
需
と
い
う
需
要
サ
イ
ド
が
、
極
め
て
大
事
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
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そ
う
し
た
意
味
で
は
、
日
本
と
も
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
の
で
、
あ
る
種
フ
ラ
ッ
ト
な
視
点
で
、
中
国

経
済
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
国
の
産
業
政
策
と
米
中
通
商
摩
擦
」
は
こ
れ
に
て
終
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。





岡嵜　久実子（おかざき・くみこ）

経団連総合政策研究所 研究委員
キヤノングローバル戦略研究所 研究主幹
東京外国語大学中国語学科卒業。
1984年、日本銀行入行。1997年以降、香港事務所次長、国際局シ
ニアエコノミスト、金融研究所シニアエコノミストなどを歴任。こ
の間、外務省経済局、米国ランド研究所、中国公的機関において、
調査研究活動などに従事。在学・在職中に、北京語言学院（1982年、
現北京語言大学）と香港中文大学（1993年）に留学。2016年より
現職。主な研究分野は、中国の金融・財政制度及びマクロ経済情勢。
近著に、『習近平の中国』（東京大学出版会、2022年、共著）、「中
国の改革・開放政策の重点の変化――第20期三中全会の「決定」
が示す方向性」 （『東亜』2024年 9 月号）、 翻訳書に 『中国の経済改
革歴史と外国に学ぶ方法論』（2020年、日本経済新聞出版、共訳）
などがある。

丁　　可（てい・か）

経団連総合政策研究所 研究委員
日本貿易振興機構アジア経済研究所 主任研究員
名古屋大学大学院経済学研究科博士後期課程修了。博士（経済学）。
2005年よりジェトロ・アジア経済研究所に勤務。専門は中国産業論、
中小企業論、イノベーションシステム、グローバルバリューチェー
ン。
著書に、『中国　産業高度化の潮流』（今井健一氏と共編著、アジア
経済研究所、2008年）、Market Platforms, Industrial Clusters and 
Small Business Dynamics: Specialized Markets in China  (Edward 
Elgar, 2012)、『米中経済対立－国際分業体制の再編と東アジアの対
応』（編著、アジア経済研究所、2023年）など。ほか論文多数。



川島　真（かわしま・しん）

経団連総合政策研究所 研究主幹
東京大学大学院総合文化研究科 教授
東京大学大学院人文社会系研究科博士課程修了。博士（文学、東京
大学）。北海道大学法学部助教授、東京大学大学院総合文化研究科
准教授を経て、 2015 年 4 月より現職。 2023 年、 外務大臣表彰。
現在、中曽根康弘世界平和研究所研究本部長、日本国際フォーラム
上席研究員、日本学術会議連携会員などを兼任。中国・台湾の政治
外交史、国際関係史を専門とする。『中国近代外交の形成』（名古屋
大学出版会、2004 年）でサントリー学芸賞受賞。
著書に、『近代国家への模索　1894－1925』（岩波書店、 2010年）、

『チャイナ・リスク』（編著、岩波書店、2015年）、『21世紀の「中華」
――習近平中国と東アジア』（中央公論新社、 2016 年）、『中国の
フロンティア――揺れ動く境界から考える』（岩波書店、2017年）
などがある。

梶谷　懐（かじたに・かい）

経団連総合政策研究所 研究委員
神戸大学大学院経済学研究科 教授
1970年生まれ。2001年、神戸大学大学院経済学研究科より博士号
取得。神戸学院大学経済学部講師、助教授、神戸大学大学院経済学
研究科准教授などを経て、 2014年より現職。 専門は現代中国の財
政・金融。
著書に『現代中国の財政金融システム――グローバル化と中央-地
方関係の経済学』（名古屋大学出版会、2011年、大平正芳記念賞受
賞）、 『日本と中国、 「脱近代」の誘惑 : アジア的なものを再考する』

（太田出版、 2015年）、『日本と中国経済――相互交流と衝突の100
年』（ちくま新書、2016年)、『中国経済講義――統計の信頼性から
成長のゆくえまで』（中公新書、2018年）などがある。

登壇者略歴紹介（敬称略、順不同、2026 年 2 月16 日現在）



中国の産業政策と
米中通商摩擦

シンポジウム

2026年 7月22日発行

編集　一般社団法人 日本経済団体連合会
　　　経団連総合政策研究所

〒100-8188 東京都千代田区大手町1-3-2

ホームページ　https://www.keidanren.or.jp/pri/




